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町 章
日
高
町
民
憲
章

一
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切
に
し

　

快
適
で
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
歴
史
と
伝
統
を
愛
し

　

心
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す

一
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

　

健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
知
恵
を
出
し
　

汗
を
流
し

　

活
力
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す

一
故
郷
に
誇
り
を
も
ち
　

ふ
れ
あ
い
を

　

大
切
に
す
る
町
を
つ
く
り
ま
す

人
が
町
を
つ
く
り

　

町
が
人
を
つ
く
る

日高町の頭文字『ひ』を図
案化したもので、円形は住
民の融和と団結を表し、上
部の翼は町の飛躍、発展を
象徴しています。

人　口 　7,739人
　男 　3,660人
　女 　4,079人
世帯数 　2,668戸

平成18年11月30日現在

編集発行 日高町役場
☎0738-63-2051㈹

初 登 庁 の 中 町 長（2期目）

新年あけましておめでとうございます
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
す
が
す
が

し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、
町
行
政
の
推
進
に
格

段
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
10
月
の
町
長
選
挙

に
お
き
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆
様

が
た
の
力
強
い
ご
支
援
と
温
か
い

ご
厚
情
に
よ
り
無
投
票
当
選
の
栄

に
欲
し
、
町
政
二
期
目
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
新
春
に
あ
た
り
改
め
て
そ
の

重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
ま
で
の
一
期
四
年

間
、「
誠
実
と
実
行
」
を
政
治
信

条
に
掲
げ
、
町
政
運
営
に
全
力
を

傾
注
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
厳
し
い
財
政
事
情
下

に
あ
り
な
が
ら
も
、
学
校
給
食
の

実
施
、
志
賀
保
育
所
の
増
改
築
と

０
歳
児
保
育
の
実
施
、
乳
幼
児
医

療
費
の
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
無

料
化
拡
大
、
障
害
者
の
作
業
所
誘

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
、
さ
ら
な
る
飛
躍

を
胸
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 日高町議会議長

一 松　輝 夫

日高町長 
中 　善 夫

致
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
誘

致
等
々
、
福
祉
・
教
育
施
設
の
整

備
を
は
じ
め
、
道
路
や
上
下
水
道

と
い
っ
た
各
種
の
生
活
基
盤
の
整

備
な
ど
、
皆
様
に
お
約
束
し
た
八

つ
の
公
約
は
、
ほ
ぼ
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
た
も
の
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
皆
様
の
ご

支
援
と
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
で
あ
り
、
こ
こ
に
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

今
後
四
年
間
の
町
政
運
営
に
つ

き
ま
し
て
は
、
私
の
町
づ
く
り
の

基
本
理
念
で
あ
り
ま
す
「
住
民
の

皆
さ
ん
の
幸
せ
を
第
一
に
考
え
、

安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
さ
ら
に
一
歩
前
進
さ

せ
る
た
め
、
行
政
の
継
続
性
を
重

視
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
十
分
活
用
し
、
速
や
か
に
あ

ら
ゆ
る
施
策
を
検
討
い
た
し
、
地

方
自
治
の
精
神
に
基
づ
き
、
よ
り

一
層
町
民
生
活
を
向
上
さ
せ
る
よ

う
、
全
力
を
傾
注
す
る
覚
悟
で
あ

り
ま
す
。

そ
の
基
本
施
策
と
し
ま
し
て
、

「
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
自
律

の
道
を
さ
ら
に
一
歩
前
進
」、「
直

面
す
る
東
南
海
・
南
海
地
震
に
備

え
、
防
災
対
策
の
充
実
」、「
小
学

校
三
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

の
拡
大
」
等
々
、
八
つ
の
選
挙
公

約
を
皆
様
に
申
し
上
げ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
基
本
施
策
の
推
進

に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
と
と
も
に

手
を
携
え
、
本
町
の
豊
か
な
自
然

の
恵
み
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ

の
日
高
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
、

住
ん
で
み
た
い
と
言
わ
れ
る
よ
う

な
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
力

い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
よ
り
一
層
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
町
政
発
展
の
た

め
に
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
家

族
と
も
ど
も
、
ご
健
康
で
幸
多
い

年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

旧
年
中
は
、
私
ど
も
議
会
活
動

に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、「
地
方
に
で
き
る
こ
と

は
地
方
に
」
を
基
本
と
し
た
三
位

一
体
改
革
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
国
に
集
中
す
る
権
限
と
税

源
を
地
方
へ
移
譲
し
、
住
民
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
多
様
で
透
明
性
の
高

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
す
地
方

分
権
改
革
は
、
時
代
の
潮
流
と
な

り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
法
律
上
は
国

と
地
方
の
関
係
が
「
対
等
・
協
力
」

と
な
っ
て
も
、
税
源
移
譲
が
不
完

全
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
う
え
、

国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
や
縮
減
、

地
方
交
付
税
の
削
減
な
ど
、
ま
た
、

福
祉
、
教
育
、
投
資
的
公
共
事
業

等
の
抑
制
な
ど
に
よ
り
、
地
方
自

治
行
政
の
財
源
に
大
き
く
影
響
を

及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
昨
年
、
誕
生
し

た
安
倍
晋
三
内
閣
は
「
地
方
に
活

力
が
な
け
れ
ば
国
の
活
力
も
生
ま

れ
な
い
。」
と
し
て
、
遅
れ
て
い

る
地
方
分
権
改
革
を
再
度
推
進
し

よ
う
と
し
て
お
り
、
私
や
町
長
が

所
属
し
て
い
る
地
方
六
団
体
は
、

真
の
地
方
自
治
の
実
現
に
向
け
、

様
々
な
提
言
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
我
が
日
高
町
に
お
い
て

は
、
合
併
問
題
に
一
応
の
区
切
り

を
つ
け
、
自
律
の
道
を
歩
ん
で
お

り
ま
す
が
、
今
後
は
、
新
た
な
市

町
村
合
併
問
題
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
も
、
ス
リ
ム
で
効
率
的
な
行

政
を
目
指
し
、
行
財
政
改
革
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

議
会
に
お
い
て
も
、
行
財
政
改

革
検
討
特
別
委
員
会
が
主
体
と
な

り
、
町
が
行
財
政
改
革
大
綱
を
基

に
推
進
す
る
行
財
政
改
革
に
つ
い

て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
議
会
自

ら
も
、
議
員
定
数
を
三
名
減
と
す

る
こ
と
や
報
酬
を
正
副
議
長
、
議

員
の
報
酬
を
各
一
万
円
削
減
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

私
ど
も
議
会
議
員
の
任
期
も
、

い
よ
い
よ
間
近
に
迫
り
、
今
後
は

十
一
名
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
町

民
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を

町
政
に
反
映
し
て
個
性
豊
か
で
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
議
員
一
同
、
慎
重
な
議
案

審
査
と
精
力
的
な
活
動
に
よ
っ
て

重
責
を
果
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
町
議
会
に
対
し
、

一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆

さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か

ら
お
祈
り
し
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。
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秋の消防団訓練

日
高
町
で
は
、１
月
４
日
（
木
）

午
前
10
時
か
ら
日
高
町
中
央
公
民

館
大
会
議
室
に
お
い
て
、
平
成
19

年
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
の
対
象
者
は
、
昭
和
61
年

４
月
２
日
か
ら
昭
和
62
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
99
人

（
男
性
53
人
、
女
性
46
人
）
で
す
。

対
象
者
に
は
、
既
に
案
内
状
を

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
（
☎

６
３
・
３
８
１
１
）
ま
で
。

新
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
方
は
、

次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

▽
原
谷　

金
﨑
由
紘
・
楠
山
義
人
・

小
林
央
人
・
一
松
大
介
・
奥
田
有

紀
・
上
本
真
里
奈
・
佐
竹
明
美
・

左
成
彩
・
寺
本
歩

▽
萩
原　

神
田
皓
平
・
小
林
智
之
・

武
内
久
直
・
辻
裕
也
・
辻
村
拓
巳
・

中
家
宜
詳
・
橋
本
拓
磨
・
早
稲
田

新
吾
・
北
﨑
麻
沙
・
﨑
山
晴
奈
・

塩
路
尚
子
・
高
山
美
咲
・
田
原
亜

紗
美
・
中
尾
遊
季

▽
荊
木　

池
ノ
上
裕
紀
・
上
杉
幸

広
・
榎
本
遼
平
・
串
本
佳
隆
・
左

巴
伸
幸
・
中
早
政
揮
・
亀
井
喜
子
・

芝
麻
美
・
平
川
惠
子
・
喜
納
理
恵
・

森
彩
子

▽
高
家　

北
裏
雅
由
・
北
山
達
也
・

久
堀
亮
太
・
榮
昭
規
・
田
渕
裕
希
・

玉
置
大
己
・
深
瀬
智
裕
・
細
川
大
・

堀
田
卓
臣
・
安
岡
慧
・
山
田
祐
輔
・

安
部
恵
利
奈
・
鍵
本
佳
香
・
小
池

裕
惠
・
清
水
麻
未
・
清
水
治
加
・

土
塀
美
希
・
森
口
紗
妃

▽
池
田　

村
田
憲
嗣
・
楠
本
幸
世
・

山
﨑
ま
い

▽
小
中　

白
井
孝
佳
・
白
井
琢
也
・

谷
本
美
和
子

▽
柏　

稲
葉
翔
大
・
濱
秀
樹

▽
小
杭　

三
上
祐
貴

▽
上
志
賀　

大
畑
京
平
・
堀
内
寛

子

▽
久
志　

田
辺
沙
紀
子

▽
中
志
賀　

稲
葉
一
樹
・
鈴
木
元

也
・
玉
井
充
・
宮
脇
誠
・
山
下
弘
喜
・

玉
置
真
穂
・
中
家
未
乃
里
・
了
馬

朋
美

▽
下
志
賀　

上
久
保
達
也
・
玉
置

涼
太
・
川
瀬
友
理
・
野
口
莉
沙

▽
谷
口　

岩
城
正
宗
・
中
野
洋
祐
・

井
上
麻
衣
・
川
﨑
春
菜
・
松
本
晃

子▽
小
池　

假
屋
園
大
和
・
西
祐
美
・

林
奈
央
子

▽
小
浦　

山
本
洋
介
・
磯
崎
里
沙

▽
津
久
野　

山
科
実
甫

▽
比
井　

向
井
順
一
・
鍵
本
佐
絵
・

木
下
結
美
子
・
白
木
沙
織
・
表
具

絢
美

▽
小
坂　

池
端
春
香

▽
産
湯　

﨑
善
彦
・
橋
本
敦
実
・

松
原
準
・
村
嵜
円
香

▽
阿
尾　

坂
田
佳
績
・
山
下
泰
典

新
春
恒
例
の
消
防
団
訓
練
出
初

式
は
、
１
月
５
日
（
金
）
午
前
10

時
か
ら
日
高
町
若
も
の
広
場
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
雨
天
時
は
日
高
町
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）
で
、
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
の
参
加
を
得
て
挙
行

し
ま
す
。

式
典
で
は
、
永
年
消
防
団
員
と

し
て
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
団
員

の
方
々
に
日
高
町
長
、
和
歌
山
県

消
防
協
会
日
高
郡
支
部
長
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
平
成
17
年
度
及
び
平
成

18
年
度
の
退
団
者
に
対
し
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

出
初
式
に
お
い
て
表
彰
、
感
謝

状
を
受
け
ら
れ
る
方
々
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◎
日
高
町
長
表
彰

▽
35
年
勤
続
表
彰
＝
稲
葉
伸
秀

（
消
防
団
副
団
長
）
田
端
惠
次
（
第

３
分
団
分
団
長
）
土
佐
忠
男
（
第

３
分
団
副
分
団
長
）

▽
25
年
勤
続
表
彰
＝
坂
田
和
夫

（
第
３
分
団
班
長
）

◎
和
歌
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

▽
20
年
勤
続
表
彰
＝
直
川
豊
一

（
第
１
分
団
班
長
）

◎
和
歌
山
県
消
防
協
会
日
高
郡
支

部
長
表
彰

▽
10
年
勤
続
表
彰
＝
岸
井
広
木

（
第
１
分
団
団
員
）上
畑
考
士（
同
）

稲
垣
浩
一
（
第
２
分
団
団
員
）
貴

志
芳
博
（
同
）
濱
出　

明
（
第
３

分
団
団
員
）
木
村
英
則
（
同
）
濵

村
一
成
（
同
）
尾
﨑
敏
一
（
同
）

◎
平
成
17
年
度
及
び
平
成
18
年
度

退
団
者

▽
直
川
精
史
（
第
１
分
団
班
長
）

皿
山
義
紀
（
第
３
分
団
団
員
）
木

下
正
弘
（
第
３
分
団
団
員
）

◎
平
成
18
年
度
新
入
団
員

▽
圡
﨑　

敦
（
第
１
分
団
団
員
）

吉
村
和
宏
（
第
３
分
団
団
員
）

な
お
、
１
月
５
日
、
午
前
８
時

に
消
防
団
員
招
集
の
た
め
、
防
災

行
政
無
線
に
よ
り
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
ま
す
の
で
、
火
災
、
そ
の
他

の
災
害
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
西
川
の
内
原
小
学
校
下

流
付
近
で
放
水
訓
練
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
訓
練
付
近
は
、
水
滴
が

飛
散
し
ま
す
の
で
河
川
沿
線
に
お

住
ま
い
の
方
は
、
洗
濯
物
等
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

日高町消防団訓練

出  初  式
□１月５日（金）
□日高町若もの広場

成
人
式
の
ご
案
内

中
央
公
民
館

１
月
４
日（
木
）
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総 務 費 民 生 費 消 防 費 公 債 費

そ の 他教 育 費土 木 費衛 生 費 農林水産業費

131,611 円 104,045 円

46,969 円 56,185 円 100,836 円 38,729 円 23,128 円

15,704 円 54,846 円

町民 1人当たり
に使われたお金
572,053 円

町民 1人当たり
が納めた税金
77,381 円

（平成 18年 3月末の　
　　　7,718 人で計算）

歳入総額
4,562,609

町　税
597,223
(13.1%)

繰入金
536,355
(11.8%)

町債　391,100（8.6%）

県支出金
562,828
（12.3％）

国庫支出金
322,764（7.1％）

地方交付税
1,593,801
（34.9％）

分担金・負担金
使用料・手数料
財 産 収 入
繰 越 金
諸 収 入

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策

77,150（1.7％）
5,842（0.1％）
2,951（0.1％）
4,050（0.1％）
49,866（1.1％）
23,320（0.5％）
22,033（0.5％）
1,131（0.0％）

114,112（2.5％）
59,751（1.3％）
6,426（0.1％）

103,911（2.3％）
87,995（1.9％）

一 般 会 計

1,505,773
（33.0％）

3,056,836
（67.0％）

主
自

財

源
財

依

存

源

平成 17 年度の決算が、昨年の 9 月議会で認定されました。一般会計の収支状況は、歳入 45 億 6,260 万 9
千円に対し、歳出 44 億 1,510 万 7 千円。歳入歳出差し引きは、1 億 4,750 万 2 千円の黒字決算となっています。

このうち、平成 18 年度への繰越事業費として、3,113 万 3 千円と財政調整基金へ 6,000 万円を積立てし、
実質は 5,636 万 9 千円が平成 18 年度への繰越金となります。

自主財源

依存財源

1,505,773 千円（33.0％）
3,056,836 千円（67.0％）
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特　別　会　計 （単位：千円）

会　　計　　名 歳　入 歳　出 差　引

国 民 健 康 保 険 353,011 331,241 21,770

老 人 保 健 904,041 903,908 133

土 地 取 得 36,282 0 36,282

下 水 道 事 業 752,503 737,974 14,529

介 護 保 険 476,876 470,634 6,242

合　　　　　計 2,522,713 2,443,757 78,956

平成 17年度決算
歳入

歳出 4,415,107,274円
4,562,609,587円

人件費
717,930
（16.3%）

物件費
652,181
（14.8%）

補助費等
543,347
（12.3%）

扶助費
169,606
（3.8%）

維持補修費
24,120（0.5%）

繰出金
378,391
（8.6%）

積立金
276,001（6.2%）

投資及び出資金
2,572（0.1%）

災害復旧事業費
33,763（0.8%）

公債費
423,304
（9.6%）

普通建設事業費
1,193,892
（27.0％）

歳出総額
4,415,107

総務費
1,015,771
（23.0%）

民生費
803,018
（18.2%）

衛生費
362,510（8.2%）

農林水産業費
778,254
（17.6%）

土木費
433,632
（9.8%）

消防費
121,204
（2.7%）

教育費
298,907
（6.8%）

災害復旧費
33,763（0.8%）

公債費
423,304
（9.6%）

議会費
80,741（1.8%）

商工費
64,003（1.5%）

歳出総額
4,415,107

目的別内訳

性質別内訳

1,227,655
（27.8％）

2,107,184
（47.7％）

投
資

的

経

費

費
消

的

経

費

公営企業会計 （単位：千円）

会　　計　　名 歳　入 歳　出 差　引

水 道 事 業 673,369 555,730 117,639

各基金の現在高 （単位：千円）

項　　　　　　　目 平成17年度末 現在高

財 政 調 整 992,407

減 債 187,918

地 域 づ く り 推 進 事 業 197,052

高 齢 者 福 祉 22,680

土 地 開 発 127,468

中 山 間 ふ る さ と 水 と 土 保 全 10,000

合　　　　　計 1,537,525

地方債の現在高 （単位：千円）

会　　　計　　　名 平成17年度末 現在高

一 般 会 計 4,067,440

下 水 道 事 業 特 別 会 計 2,218,156

水 道 事 業 会 計 1,341,582

合　　　　　計 7,627,178
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日高町人事行政の運営等の状況（平成18年度）

日高町では、住民福祉の向上や豊かで住みよいまちづくりなどのため、いろいろな事務・事業を行っ
ています。これらの仕事に携わっている町職員の給与等の現状を知っていただくために、その内容につ
いてお知らせします。

○職員の任免及び職員数に関する状況
職員数 （単位：人）

平成16年度末
職　員　数

平成17年度中 平成17年度末
職　員　数採用者数 退　職　者

行　　政　　職 97 1 2 96

○職員の給与の状況
１　総　　括

⑴人件費の状況（平成 17 年度） （単位：千円）

会計区分 歳出総額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
16年度の人件費比率 住民基本台帳人口

一 般 会 計 決 算 4,415,107 116,369 717,930 16.3% 14.7% 平成18年3月31日現在
7,718人公営企業等会計決算 1,293,705 132,168 57,899 4.5% 5.0%

（注）１．人件費は、特別職に支給される給料及び報酬等を含んでいます。
２．公営企業等会計決算は、水道事業会計と下水道事業特別会計の合計額です。

⑵職員給与費の状況（平成 18 年度） （単位：千円）

会計区分 職員数
Ａ

給　　　　与　　　　費 一人当たりの給与費
Ｂ／Ａ給　 　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　Ｂ

一 般 会 計 予 算 86人 314,016 31,135 128,153 473,304 5,504

公営企業等会計予算 9人 33,903 2,831 14,575 51,309 5,701

（注）１．職員手当には退職手当を含まない。
２．給与費は当初予算に計上された額である。

２　職員の平均給与月額、初任給等の状況

⑴職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成 18 年 4 月 1 日現在）

一般行政職
区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

日　高　町 41.4歳 312,808円 347,490円

国 40.4歳 328,477円 381,212円

⑵職員の初任給の状況（平成 18 年 4 月 1 日現在）

区　　　　　分
日　　高　　町 国

初　任　給 ２年後の給料 初　任　給 ２年後の給料

一般行政職

大　学　卒 170,200円 183,800円 170,200円 183,800円

短　大　卒 151,000円 170,200円 151,000円 170,200円

高　校　卒 138,400円 151,000円 138,400円 151,000円
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⑶職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 18 年 4 月 1 日現在）

区　　　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大　学　卒 254,600円 304,050円 344,750円

高　校　卒 ──　円 284,900円 304,050円

３　一般行政職の級別職員数等の状況

⑴一般行政職の級別職員数の状況（平成 18 年 4 月 1 日現在）

区　分 ６　級 ５　級 ４　級 ３　級 ２　級 １　級 計

標準的な
職務内容

公室長
参　事

課　長
副課長
主　幹

課長補佐 係　長 主　査 主　事

職員数 2人 13人 10人 20人 10人 7人 62人

構成比 3.2％ 21.0％ 16.1％ 32.3％ 16.1％ 11.3％ 100％

（注）１．日高町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

⑵昇給期間短縮の状況
区　　　　　　　　　　分 平成17年度 平成18年度

一般行政職

職員数　Ａ 63人 62人

普通昇給期間（12〜24月）を
短縮して昇給した職員数　Ｂ 9人 0人

比率　Ｂ／Ａ 14.3％ 0.0％

４　職員の手当の状況

⑴期末手当・勤勉手当
日　　　高　　　町 国

（平成18年4月1日現在） （平成18年4月1日現在）

期末手当
3.0月分

勤勉手当
1.45月分

期末手当
3.0月分

勤勉手当
1.45月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置　有 職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

⑵退職手当（平成 18 年 4 月 1 日現在）

日　　　高　　　町 国

（支給率） 自己都合 勧奨・定年 （支給率） 自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 23.50月分 30.55月分 勤続２０年 23.50月分 30.55月分

勤続２５年 33.50月分 41.34月分 勤続２５年 33.50月分 41.34月分

勤続３５年 47.50月分 59.28月分 勤続３５年 47.50月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分 最高限度額 59.28月分 59.28月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
（2％〜20％） その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

（2％〜20％）

⑶調整手当（平成 17 年 4 月 1 日から廃止）

⑷住居手当（平成 18 年 4 月 1 日から廃止）

⑸特殊勤務手当（平成 11 年 4 月 1 日から廃止）
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⑹その他の手当（平成 18 年 4 月 1 日現在）

手当名 内　容　及　び　支　給　額

扶養手当

配偶者は13,000円。配偶者以外の扶養の親族は2人まで各6,000円（配偶者
のない職員の扶養親族には、1人目11,000円。扶養親族でない配偶者を有する
場合には、1人目6,500円。どちらも2人目は6,000円。）であり、3人目以降1
人につき、5,000円。満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの扶養親族た
る子には、1人につき5,000円加算する。

通勤手当

交通機関利用者は、その運賃相当額が支給されます。交通用具使用者には、片
道2㎞以上である時、1㎞につき500円とし、その金額が6,500円を超えるとき
は、その額と6,500円との差額の2分の1（その差額の2分の1が2,000円を超え
るときは2,000円）を6,500円に加算した額

５　特別職の報酬等の状況（平成 18 年 4 月 1 日現在）

区　　　分 給料月額等 期 末 手 当

町　　　　　長 675,000円 （平成17年度支給割合）

3.0月分
助　　　　　役 558,000円

収　　入　　役 500,000円

議　　　　　長 300,000円 （平成17年度支給割合）

3.0月分
副　　議　　長 250,000円

議　　　　　員 230,000円

○職員の分限及び懲戒処分の状況
職員の分限処分の状況 （平成 17 年度）

降　　任 免　　職 休　　職 降　　給

── ── ── ──

職員の懲戒処分の状況 （平成 17 年度）

戒　　告 減　　給 停　　職 免　　職

── 本俸の1/10を６か月間減給
１　名 ── ──

○職員の服務の状況
年次有給休暇の状況について（平成 17 年）

平均取得日数 消　化　率

4日 10.0%

育児休業及び部分休業の状況について（平成 17 年）

育児休業取得者数 部分休業取得者数
うち両休業取得者数

男　　性　　職　　員 ── ── ──

女　　性　　職　　員 2 ── ──

計 2 ── ──
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○ 不法滞在外国人とは
不法滞在外国人とは
・正規の旅券で日本に入国後、在留期限を超えて不法に
滞在(オーバースティ)している外国人
・他人名義の旅券で、日本に不法入国して滞在している
外国人などです。

○ 増加する外国人犯罪
警察では、不法滞在外国人が、各種犯罪を誘発させて
いることから取締りを強化し、平成17年中、全国で約1
万2千人の不法滞在外国人を検挙しました。

○ 国際テロ情勢
過去には、国際テロ組織幹部が、偽造旅券で入出国し
ていたこともあります。不法滞在者の中には､テロリス
トがアジトを作っている可能性もあります。

・「変だな、おかしいな」と思ったとき
・「不法滞在の外国人を知っている。あの店で働いてい
る」など見たり、聞いたりしたときは、交番・駐在
所・御坊警察署までご連絡ください。

御坊警察署　0738−23−0110

○職員の研修及び勤務成績の評定の状況
【研修】

複雑化する行政課題に柔軟かつ的確に対応でき、時代に即した質の高い行政サービスを提供できる職
員を育成すべく、計画的に和歌山県市町村職員研修協議会等に職員を派遣している。

【勤務成績】
職員の職務で発揮された能力や業績について、毎年評価を行い、昇格・昇級・勤勉手当などに反映さ
せている。

○職員の福祉及び利益の保護の状況
【公務災害・通勤災害の認定件数】 【措置要求などの条許】

（平成 17 年度） （平成 17 年度）

件　数 件　数

公　務　災　害 ── 勤務条件についての措置要求 ──

通　勤　災　害 ── 不利益処分についての不服申立 ──

【職員の健康診断】
職員の健康状態の把握及び健康障害や疾病の早期発見のため、年１回健康診断を実施している。

放送大学はテレビやラジオで授業を行う通信制の
大学です。
働きながら学びたい、生涯学習に興味があるな

ど、様々な目的で幅広い世代の方が学んでいます。
ただいま平成19年4月入学生を募集しています。

詳しい資料を無料で送付いたしますので、お気軽に
お問い合わせください。

やめよう
不法滞在
不法就労
不法滞在者（オーバー
ステイ等）、不審な人
物があなたのまわりに
潜んでいませんか?

「資料請求・お問い合わせ先」

放送大学和歌山学習センター
〒641−0051 和歌山市西高松一丁目7−20

（和歌山大学松下会館内）
TEL 073−431−0360　FAX 073−431−0311
放送大学ホームページ　http://www.u-air.ac.jp/hp

放送大学4月入学生募集

全科履修生【大学卒業「学士の取得」を目指す】…18歳以上
選科履修生【１年間在学し、希望の科目を学ぶ】…15歳以上
科目履修生【６ヶ月在学し、希望の科目を学ぶ】…15歳以上

教養学部

修士選科生【１年間在学し、希望の科目を学ぶ】…18歳以上
修士科目生【６ヶ月在学し、希望の科目を学ぶ】…18歳以上

大学院

平成18年12月15日㈮〜平成19年2月15日㈭

出願期間
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日
高
町
の
財
政
は
、
財
源
不
足

が
続
き
、
将
来
的
に
貯
金
を
使
い

は
た
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
危
機
的

状
況
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
昨
年

度
に
お
い
て
財
政
の
健
全
化
計
画

を
策
定
し
、
計
画
初
年
度
と
な
る

平
成
17
年
度
に
職
員
手
当
の
廃
止

削
減
や
町
長
な
ど
特
別
職
の
給
料

の
減
額
、
公
共
事
業
の
抜
本
的
見

直
し
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
皆
様

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
大
き
な

効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。し

か
し
、
町
を
と
り
ま
く
財
政

事
情
は
先
行
き
不
透
明
で
、
余
談

を
ゆ
る
さ
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
財
政
健
全
化
計
画
の
適
切

な
見
直
し
を
行
い
、
財
政
事
情
の

変
化
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
た
び
財
政
健

全
化
計
画
の
18
年
度
改
定
を
行
い
、

平
成
18
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で
の

５
年
間
に
取
り
組
む
べ
き
健
全
化

策
を
お
示
し
し
、
着
実
に
実
行
し

て
い
く
こ
と
で
財
政
の
さ
ら
な
る

健
全
化
を
進
め
ま
す
。

◆
財
政
の
現
状
と
見
通
し

こ
れ
ま
で
の
積
極
的
な
公
共
投

資
に
よ
り
、
小
・
中
学
校
の
耐
震

化
を
は
じ
め
、
ほ
場
や
漁
港
な
ど

農
漁
業
基
盤
整
備
、
及
び
主
要
町

道
や
上
下
水
道
と
い
っ
た
社
会
基

盤
整
備
が
、
一
定
の
レ
ベ
ル
に
達

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
基
盤
整

備
の
充
実
を
背
景
と
し
て
、
健
全

化
計
画
に
お
い
て
、
費
用
対
効
果

を
精
査
し
た
結
果
、
公
共
投
資

の
削
減
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と

で
、
平
成
17
年
度
普
通
会
計
決
算

は
、
普
通
建
設
費
で
前
年
度
か
ら

25
％
も
の
大
幅
減
を
実
現
で
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
健
全
化
計
画
の
遂

行
に
よ
り
、
人
件
費
や
扶
助
費
を

減
額
し
、
歳
出
総
額
で
は
10
％
近

い
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
面
で
も
徴
収
率
の
向
上
な

ど
に
よ
り
、
町
税
が
５
年
ぶ
り
に

増
収
と
な
り
、
地
方
交
付
税
も
特

別
分
で
の
減
額
が
当
初
の
想
定
よ

り
小
さ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
実
質

的
な
財
源
不
足
は
平
成
16
年
度
を

大
き
く
下
回
り
４
千
万
円
程
度
に

ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
後
の
財
政
状
況
に

つ
い
て
は
、
三
位
一
体
改
革
の
影

響
で
、
平
成
16
年
度
か
ら
18
年
度

ま
で
の
３
年
間
で
５
億
円
以
上
に

の
ぼ
り
、
以
後
も
毎
年
２
億
円
程

度
の
影
響
が
続
く
も
の
と
想
定
さ

れ
、
歳
出
面
に
お
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
の
積
極
的
な
普
通
建
設
事
業

へ
の
町
債
発
行
に
よ
り
、
公
債
費

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
下
水
道
事

業
へ
の
繰
出
金
も
下
水
道
事
業
の

元
利
償
還
金
の
増
に
よ
り
増
加
す

る
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
の

他
の
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
で
も
、

国
民
健
康
保
険
及
び
介
護
保
険
は
、

経
費
増
に
よ
り
、
増
加
し
続
け
る

も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

一
方
、
老
人
保
健
は
、
制
度
改

正
、
及
び
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
の
発
足
に
よ
り
、

約
８
千
万
円
も
あ
っ
た
繰
出
金
が
、

平
成
20
年
度
以
降
に
皆
減
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
町
に
と
っ
て
大
き

な
財
政
負
担
か
ら
の
解
放
と
な
る

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
厳
し

い
財
政
事
情
の
中
で
、
平
成
17
年

度
に
お
け
る
積
極
的
な
財
政
健

全
化
策
に
よ
り
、
健
全
化
に
向
け

大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
い

え
ま
す
が
、
町
財
政
は
地
方
交
付

税
へ
の
依
存
度
が
高
く
、
そ
の
地

方
交
付
税
は
、
平
成
22
年
初
頭
に

お
け
る
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字

化
が
目
指
さ
れ
て
お
り
、
新
型
交

付
税
の
導
入
も
検
討
さ
れ
て
い
る

な
ど
、
依
然
と
し
て
将
来
へ
の
不

安
材
料
は
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
不
安
定
な
財
政
運
営
が
続

く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆
平
成
17
年
度
に
お
け
る

財
政
健
全
化
実
績

平
成
16
年
度
決
算
時
点
に
お
け

る
町
の
財
政
見
通
し
で
は
、
平
成

21
年
度
ま
で
に
財
政
調
整
基
金
が

底
を
つ
い
て
し
ま
う
と
い
う
、
危

機
的
な
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

歳
出
削
減
と
財
源
確
保
を
図
り
１

年
で
も
早
く
財
政
を
健
全
化
さ
せ

る
こ
と
が
至
上
命
題
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

財
政
健
全
化
を
実
現
す
る
に
は
、

１
年
で
も
早
い
時
期
で
の
積
極
的

か
つ
大
胆
な
取
り
組
み
が
効
果
的

で
あ
り
財
政
に
与
え
る
影
響
が
大

き
い
こ
と
か
ら
、
健
全
化
へ
の
取

組
み
初
年
度
と
な
っ
た
平
成
17
年

度
に
積
極
的
か
つ
大
胆
な
改
革
を

行
い
大
き
な
効
果
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

【
歳
出
削
減
効
果
】 

〈
17
年
度
単
年
度
効
果
額

１
億
１
，
４
０
０
万
円
〉

〈
５
年
間
の
見
込
み
効
果
額

14
億
８
，
７
０
０
万
円
〉

町
長
な
ど
特
別
職
給
の
減
額
や

職
員
の
各
種
手
当
の
廃
止
・
削
減
、

新
規
町
道
整
備
の
凍
結
や
補
助
金

の
減
額
、
敬
老
年
金
の
支
給
年
齢

の
引
き
上
げ
な
ど
、
従
来
か
ら
の

事
務
事
業
を
見
直
し
、
費
用
対
効

果
を
見
極
め
、
歳
出
削
減
に
努
め

ま
し
た
。

【
歳
入
確
保
効
果
】 

〈
17
年
度
単
年
度
効
果
額

２
，
２
０
０
万
円
〉

〈
５
年
間
の
効
果
額
見
込
み

１
億
８
０
０
万
円
〉

町
税
の
滞
納
処
分
を
積
極
的
に

行
い
、
ま
た
、
第
２
子
以
降
児
に

対
す
る
保
育
料
の
町
単
独
減
免
措

置
を
廃
止
す
る
な
ど
、
財
源
確
保

に
努
め
ま
し
た
。

◆
財
政
健
全
化
へ
の

取
組
み

平
成
17
年
度
に
お
け
る
健
全
化

策
に
よ
っ
て
、
町
財
政
は
健
全
化

に
向
け
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
、
財
源
不

足
は
毎
年
１
億
円
程
度
に
も
の
ぼ

り
、
地
方
交
付
税
制
度
は
先
行
き

不
透
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
期

的
に
は
財
政
健
全
化
へ
の
道
の
り

は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

こ
の
財
源
不
足
を
解
消
し
、
安

心
し
て
行
政
を
運
営
す
る
た
め
に

は
、
引
き
続
き
全
て
の
事
務
事
業

の
改
善
に
努
め
る
と
と
も
に
、
費

用
対
効
果
を
見
極
め
、
歳
出
削
減

と
歳
入
確
保
を
図
る
必
要
が
あ
り

財
政
健
全
化
を

進
め
ま
す

〜
日
高
町
財
政

健
全
化
計
画
改
定
〜



平成 19年 1月 広 報 ひ だ か 第 135号

11

ま
す
。

そ
の
た
め
、
平
成
17
年
度
に
作

成
し
た
財
政
健
全
化
計
画
を
引
き

継
ぎ
、
必
要
な
見
直
し
を
行
う
と

と
も
に
、
さ
ら
な
る
改
革
を
実
行

す
る
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
22
年

度
ま
で
の
５
か
年
計
画
を
策
定
し
、

財
政
健
全
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
歳
出
削
減
策

○
人
件
費
を
抑
制
し
ま
す
。

〈
目
標
効
果
額

１
億
５
，
９
０
０
万
円
〉

退
職
者
に
対
し
50
％
程
度
の
補

充
と
し
、
臨
時
職
員
に
つ
い
て
も

一
部
補
充
を
し
ま
せ
ん
。

収
入
役
を
今
任
期
（
平
成
19
年

６
月
30
日
ま
で
）
で
廃
止
し
ま
す
。

議
員
の
定
数
を
次
回
選
挙
時

（
平
成
19
年
２
月
）
よ
り
14
人
か

ら
11
人
に
削
減
し
ま
す
。

非
常
勤
特
別
職
に
つ
い
て
、
報

酬
日
額
９
，
０
０
０
円
の
も
の
は

７
，
０
０
０
円
に
減
額
し
ま
す
。

ま
た
、
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数

を
20
人
か
ら
18
人
に
削
減
し
ま
す
。

○
町
補
助
金
を
見
直
し
ま
し
た
。

〈
目
標
効
果
額

３
，
２
０
０
万
円
〉

町
単
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
目

的
を
達
成
し
た
も
の
や
効
果
が
小

さ
い
も
の
、
町
が
関
与
す
べ
き
範

囲
な
ど
を
見
極
め
、
さ
ら
な
る
減

額
と
整
理
統
合
を
進
め
ま
す
。

各
種
委
員
会
委
員
に
つ
い
て
、

報
償
金
額
９
，
０
０
０
円
の
も
の

は
７
，
０
０
０
円
に
減
額
し
ま
す
。

○
町
の
役
割
を
見
直
し
ま
す
。

〈
目
標
効
果
額

１
，
４
０
０
万
円
〉

入
院
時
食
事
療
養
費
や
福
祉
手

当
な
ど
町
単
福
祉
手
当
に
つ
い
て
、

支
給
基
準
を
見
直
す
と
と
も
に
必

要
性
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

○
事
務
事
業
を
見
直
し
ま
す
。

〈
目
標
効
果
額

５
，
２
０
０
万
円
〉

旅
費
規
程
の
見
直
し
に
よ
り
、

旅
費
で
10
％
程
度
の
減
額
を
図
り

ま
す
。

需
用
費
の
う
ち
消
耗
品
等
通
常

経
費
に
つ
い
て
は
、
節
約
に
努
め

る
と
と
も
に
、
一
括
購
入
、
一
括

管
理
な
ど
に
よ
り
計
画
最
終
年
度

ま
で
に
10
％
程
度
の
減
額
を
図
り

ま
す
。

業
務
委
託
に
つ
い
て
は
、
費
用

対
効
果
か
ら
根
本
的
な
見
直
し
を

行
い
、
中
止
・
削
減
、
委
託
方
法

等
を
検
討
し
ま
す
。

公
共
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い

て
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を

検
討
し
ま
す
。

■
歳
入
確
保
策

○
町
税
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

〈
目
標
効
果
額

５
，
０
０
０
万
円
〉

夜
間
の
訪
問
徴
収
頻
度
を
増
や

す
と
と
も
に
、
口
座
振
替
の
さ
ら

な
る
普
及
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

滞
納
に
な
ら
な
い
よ
う
、
現
年
中

の
早
期
納
税
を
積
極
的
に
啓
発
し

て
い
き
ま
す
。

滞
納
者
に
つ
い
て
は
、
早
期
呼

び
出
し
と
と
も
に
、
滞
納
処
分
を

徹
底
す
る
な
ど
、
よ
り
厳
し
く
対

処
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

徴
収
困
難
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

県
と
の
共
同
公
売
や
回
収
機
構
に

よ
る
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

○
受
益
者
負
担
を
見
直
し
ま
す
。

〈
目
標
効
果
額
４
０
０
万
円
〉

町
が
施
工
す
る
事
業
や
提
供
す

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
及
び
公
共
施

設
を
利
用
さ
れ
る
団
体
や
個
人
に

対
し
、
利
用
内
容
や
頻
度
、
負
担

の
割
合
等
を
精
査
し
、
必
要
な
受

益
者
負
担
を
求
め
る
こ
と
と
し
ま

す
。

町
税
の
督
促
に
か
か
る
費
用
に

つ
い
て
、
実
費
請
求
す
る
こ
と
と

し
ま
す
。

■
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
向
け
た
取
組

○
住
民
福
祉
の
充
実
に
取
り
組
み

ま
す
。

〈
計
画
必
要
額

１
，
６
０
０
万
円
〉

乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
を
、
小

学
校
３
年
生
ま
で
拡
充
し
ま
す
。

ま
た
、
知
的
障
害
者
が
授
産
施
設

を
安
心
し
て
継
続
利
用
で
き
る
よ

財政健全化計画実行前と後の収支見通し
（単位 ： 百万円）

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

実
行
前

歳入総額 3,779 3,354 3,149 3,009 2,833
歳出総額 3,749 3,539 3,267 3,118 2,961
歳入歳出差引 30 ▲ 185 ▲ 118 ▲ 109 ▲ 128
財政調整基金残高 1,083 898 780 671 543

実　
　

行　
　

後

歳　

入

町税 608 646 646 647 647
地方交付税 1,563 1,556 1,518 1,459 1,420
譲与税・交付金 202 159 162 165 169
国・県支出金 643 449 362 314 221
繰入金 70 31 27 25 14
町債 358 299 220 174 152
その他 356 228 227 238 225

歳入総額 3,800 3,368 3,162 3,022 2,848

歳　

出

人件費 721 684 679 688 684
物件費・維持補修費 744 757 681 566 549
扶助費 194 193 193 193 193
補助費等 517 526 528 526 513
普通建設費 709 447 278 259 158
公債費 436 456 466 459 468
特別会計繰出金 413 427 387 372 334
その他 0 1 2 1 1

歳出総額 3,734 3,491 3,214 3,064 2,900

歳入歳出差引 66 ▲ 123 ▲ 52 ▲ 42 ▲ 52
財政調整基金残高 1,118 995 943 901 849

財政健全化計画実行後の収支見直し

0

10

20

30

40

50
（億円）

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

財政調整基金残高歳入総額 歳出総額

う
に
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。
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み
ん
な
で
進
め
よ
う

健
康
日
高
21

み
ん
な
で
進
め
よ
う

健
康
日
高
21

歩
く
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
!!

『
健
康
日
高
21
』
の
今
年
度
の

重
点
事
業
は
運
動
「
歩
く
こ
と
か

ら
は
じ
め
よ
う
！
」
で
す
。

交
通
機
関
の
発
達
や
自
家
用
車

の
普
及
に
よ
り
、
現
代
人
は
運
動

不
足
に
な
り
が
ち
で
す
。
日
常
生

活
で
の
運
動
不
足
は
生
活
習
慣
病

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
生
活
習
慣

病
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
ゆ
っ

く
り
と
た
く
さ
ん
の
酸
素
を
体
内

に
取
り
込
む
「
有
酸
素
運
動
」
が

効
果
的
で
す
。
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
一
人
で
も
継
続
し
て
行
う

こ
と
の
で
き
る
「
歩
く
こ
と
」
は

体
に
無
理
な
負
担
が
か
か
ら
な
い

理
想
的
な
有
酸
素
運
動
で
す
。
あ

な
た
も
日
常
生
活
の
な
か
で
、
歩

く
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん

か
？

○
心
肺
機
能
や
筋
力
が
鍛
え
ら
れ
、

体
力
が
ア
ッ
プ
す
る
。

○
体
内
の
脂
肪
が
燃
え
る
た
め
、

肥
満
防
止
に
役
立
つ
。

○
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
増
え
、

血
流
が
よ
く
な
っ
て
動
脈
硬
化

や
高
血
圧
な
ど
が
防
げ
る
。

○
骨
が
丈
夫
に
な
り
、
骨
粗
鬆
症

の
予
防
に
役
立
つ
。

○
ほ
ど
よ
い
気
分
転
換
に
な
り
、

ス
ト
レ
ス
が
解
消
で
き
る
。

○
座
っ
て
ば
か
り
い
な
い
で
、
こ

ま
め
に
体
を
動
か
す
。

○
リ
モ
コ
ン
を
使
わ
ず
、
立
っ
て

テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
変
え

る
。

○
地
域
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加

す
る
。

○
犬
の
散
歩
の
回
数
を
増
や
す
。

○
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
な
る
べ
く
使
わ
ず
、
階

段
を
利
用
す
る
。

○
ま
ず
は
今
よ
り
１
０
０
０
歩

多
く
歩
い
て
み
る
。（
歩
く
時

間
で
10
分
、
距
離
で
６
０
０
〜

７
０
０
ｍ
程
度
）

頑
張
り
す
ぎ
は
逆
効
果
。
無
理

は
禁
物
で
す
。
運
動
す
る
と
き
は
、

次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

○
治
療
中
の
疾
患
等
が
あ
る
方
は
、

は
じ
め
る
前
に
は
必
ず
か
か
り

つ
け
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

○
体
調
の
悪
い
日
は
無
理
を
せ
ず
、

運
動
を
中
止
す
る
か
、
軽
く
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
運
動
の
前
後
に
は
、
必
ず
準
備

運
動
（
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ツ

プ
）
と
整
理
運
動
（
ク
ー
ル
・

ダ
ウ
ン
）
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
水
分
は
こ
ま
め
に
補
給
し
ま

し
ょ
う
。

○
運
動
中
に
体
調
の
不
良
を
感
じ

た
ら
、
運
動
を
中
止
し
、
必
ず

医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
に

効
果
あ
り
！

日
常
生
活
で

で
き
る
こ
と

運
動
す
る
と
き
の

注
意
事
項
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や
け
ど
事
故

や
け
ど
事
故

あ
っ
危
な
い
！

あ
っ
危
な
い
！

子
ど
も
の
皮
膚
は
と
て
も
や
わ

ら
か
く
、
熱
い
飲
み
も
の
や
食
べ

も
の
で
も
大
き
な
や
け
ど
を
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
や
け

ど
を
し
た
ら
す
ぐ
に
水
で
冷
や
し
、

水
ぶ
く
れ
が
で
き
る
よ
う
な
場
合

は
す
ぐ
に
医
師
に
診
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

○
炊
飯
器
：
床
な
ど
低
い
位
置
に

置
か
な
い

○
ス
ト
ー
ブ
・
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
：
ま
わ
り
を
柵
で
囲
む

○
ポ
ッ
ト
：
子
ど
も
が
手
を
伸
ば

せ
な
い
場
所
に
置
く

ロ
ッ
ク
を
か
け
て
お
く

○
熱
い
ス
ー
プ
、
み
そ
汁
、
お
茶

な
ど
：
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
は
使

わ
な
い

○
ア
イ
ロ
ン
：
子
ど
も
が
い
る
と

こ
ろ
で
は
使
わ
な
い

使
い
終
わ
っ
た
ら
し
ま
う

○
キ
ッ
チ
ン
：
調
理
中
は
子
ど
も

を
キ
ッ
チ
ン
に
近
づ
け
な
い

な
べ
は
取
っ
手
を
向
こ
う
側
に

向
け
て
お
く

○
風
呂（
沸
き
過
ぎ
た
お
湯
、シ
ャ

ワ
ー
、
熱
い
蛇
口
）
：
浴
室
に

カ
ギ
を
掛
け
、
子
ど
も
が
入
ら

な
い
よ
う
に
す
る

○
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
：
子
ど
も

の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
い
て

お
か
な
い

○
電
気
毛
布
・
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト

（
低
温
や
け
ど
）
：
タ
オ
ル
な

ど
を
使
っ
て
直
接
体
に
触
れ
な

い
よ
う
に
し
、
寝
る
前
に
は
ス

イ
ッ
チ
を
切
る

御坊広域休日急患診療所
■場　　所　御坊市薗290番地の2（日高医師会館北隣）
■電　　話　２３−１２８９
■診 療 日　年末は１２月３１日

年始は１月１日〜３日
■診療時間　９：００〜１６：００

　（１２：００〜１３：００休息）

や
け
ど
の
危
険
が

あ
る
も
の

や
け
ど
を
し
た
ら
す
ぐ
冷
や
す

○
す
ぐ
に
流
水
で
冷
や
す

○
水
ぶ
く
れ
を
や
ぶ
ら
な
い
よ
う

に
ガ
ー
ゼ
で
覆
う

○
皮
膚
科
で
す
ぐ
に
診
て
も
ら
う

（
体
の
部
位
別
の
冷
や
し
方
）

手
・
足
：
水
道
の
水
を
出
し
っ
放

し
に
し
て
冷
や
す

頭
・
顔
：
冷
水
の
シ
ャ
ワ
ー
を
か

け
る

耳
・
目
：
直
接
水
を
か
け
ず
、
冷

た
い
タ
オ
ル
を
こ
ま
め
に
取
り
替

え
な
が
ら
冷
や
す

全　

身
：
服
の
ま
ま
浴
槽
の
水
に

つ
け
る

注
意　

氷
で
直
接
冷
や
す
の
は
厳

禁
。
や
け
ど
直
後
に
軟
膏
を
塗
ら

な
い
こ
と
。

※
全
身
や
け
ど
以
外
は
、
体
全
体

や
け
ど
を
し
た
時
の

応
急
処
置

を
冷
や
さ
な
い
。
体
が
ふ
る
え
だ

し
た
ら
冷
や
す
の
を
止
め
る
。
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町
で
は
、
農
作
物
を
鳥
獣
害
か

ら
守
る
目
的
で
、
そ
の
設
置
に
係

る
資
材
費
の
一
部
を
予
算
の
範
囲

内
で
補
助
し
ま
す
。

町
内
の
１
戸
以
上
の
農
家
が
電

気
柵
、
ト
タ
ン
柵
な
ど
を
設
置
し

た
場
合
が
、
補
助
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

平
成
19
年
度
に
お
い
て
こ
の
事

業
を
希
望
さ
れ
る
農
家
は
、
１
月

10
日
（
水
）
ま
で
に
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
産
業
課
（
☎

６
３
・
３
８
０
６
）
ま
で
。

１
月
１
日
現
在
で
、
農
業
委
員

会
委
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
方
は
、

１
月
10
日
ま
で
に
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
を
日

高
町
農
業
委
員
会
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

一
般
の
選
挙
と
異
な
り
、
自
ら

申
請
し
な
い
と
選
挙
権
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
用
紙
は
、
12
月
中
に
昨
年

の
該
当
者
本
人
に
送
付
し
て
い
ま

す
。万

一
配
布
漏
れ
が
あ
り
ま
し

た
ら
農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎

６
３
・
３
８
０
６
）
へ
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

森
林
は
、
住
ま
い
な
ど
を
つ
く

る
木
材
を
生
産
す
る
と
同
時
に
、

き
れ
い
な
水
を
蓄
え
た
り
、
台
風

や
水
害
な
ど
の
災
害
か
ら
私
た
ち

を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
与
え
て

く
れ
る
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
資

源
で
す
。

そ
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
森
林
に

つ
い
て
、
そ
の
自
然
条
件
な
ど
に

適
し
た
正
し
い
森
林
の
取
扱
い
、

伐
採
方
法
な
ど
を
守
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
森
林
法
第
10
条
の
８
の

規
定
に
よ
り
、
個
人
の
山
で
も
森

林
を
伐
採
す
る
場
合
に
は
、
規
模

に
か
か
わ
ら
ず
伐
採
届
出
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。（
※
林
地
転
用

の
た
め
の
伐
採
に
つ
い
て
も
届
出

が
必
要
で
す
。）

届
出
は
産
業
課
に
指
定
様
式
が

あ
り
ま
す
の
で
、
伐
採
を
開
始
し

よ
う
と
す
る
日
の
90
日
前
か
ら
30

日
前
ま
で
の
間
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

詳
し
く
は
、
産
業
課
（
☎

６
３
・
３
８
０
６
）
ま
で
。

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の

登
録
申
請
に
つ
い
て

森
林
を
伐
採
す
る
場
合

は
、規
模
に
か
か
わ
ら

ず
届
出
が
必
要
で
す
。

自然公園区域

注意してください !　ここは自然公園内です。
日高町西部の海岸線一帯と西山は、県
立自然公園に指定されています。
自然公園内において工作物の新（増・
改）築、木竹の伐採、土地の形状変更、
広告物の設置等の行為を行う場合、公園
内の風致景観を保護するために、県条例

に基づき許可又は届出が必要です。
行為を行う場合は、公園区域内である
かどうかを前もって産業課でお確かめく
ださい。
【お問い合わせ先】
産業課（☎６３・３８０６）

農
作
物
鳥
獣
害

防
止
対
策
事
業

（
町
単
）の
ご
案
内
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石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済

に
関
す
る
法
律
（
石
綿
救
済
法
）

に
よ
り
、
石
綿
に
さ
ら
さ
れ
る
業

務
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
り
中
皮

腫
や
肺
が
ん
等
を
発
症
し
、
平
成

13
年
３
月
26
日
以
前
に
死
亡
し
た

労
働
者
の
ご
遺
族
で
あ
っ
て
、
時

効
に
よ
り
労
災
保
険
法
に
基
づ
く

遺
族
補
償
給
付
を
受
け
る
権
利
が

消
滅
し
た
方
に
対
し
て
特
別
遺
族

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

特
別
給
付
金
の
う
ち
特
別
遺
族

年
金
は
、
請
求
が
あ
っ
た
日
の
属

す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
に
な

り
ま
す
の
で
、
請
求
が
遅
く
な
る

と
受
給
総
額
が
減
少
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
特
別
遺
族
給

付
金
は
法
施
行
日
か
ら
３
年
を
経

過
す
る
平
成
21
年
３
月
27
日
以
降

は
、
そ
の
請
求
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
特
別
遺
族
給
付

金
の
支
給
決
定
に
か
か
る
調
査
で

は
、
エ
ッ
ク
ス
線
フ
ィ
ル
ム
や
カ

ル
テ
と
い
っ
た
医
学
的
資
料
に
基

づ
き
石
綿
ば
く
露
と
当
該
疾
病
と

の
因
果
関
係
を
判
断
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
医
学
的

資
料
は
法
令
に
よ
り
保
存
期
間
が

定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
期
間
を

経
過
し
た
場
合
は
、
医
療
機
関
に

医
学
的
資
料
が
保
管
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、

早
め
に
請
求
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

石
綿
ば
く
露
を
原
因
と
す
る
疾

病
に
つ
い
て
、
石
綿
ば
く
露
の
原

因
が
業
務
に
よ
る
も
の
な
の
か
、

業
務
以
外
の
原
因
に
よ
る
も
の
な

の
か
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
は
、

労
災
保
険
給
付
の
請
求
と
救
済
給

付
の
申
請
、
あ
る
い
は
特
別
遺
族

給
付
金
の
請
求
と
救
済
給
付
の
申

請
を
同
時
に
行
う
こ
と
も
可
能
で

す
。

○
特
別
遺
族
給
付
金
や
労
災
保
険

制
度和

歌
山
労
働
局
労
働
基
準
部
労

災
補
償
課
（
☎
０
７
３
・
４
２
２
・

２
１
７
６
）
ま
た
は
御
坊
労
働
基

準
監
督
署
（
☎
０
７
３
８
・
２
２
・

３
５
７
１
）

○
労
災
保
険
給
付
の
対
象
と
な
ら

な
い
方
へ
の
救
済
給
付

独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全

機
構
（
☎
０
１
２
０
・
３
８
９
・

９
３
１
）

◆
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
、
特
別
遺
族
給
付
金
に
つ
い
て

よ
く
あ
る
ご
質
問
を
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/

new
-info/kobetu/roudou/

sekim
en/izoku/index.htm

l

）

和歌山県において「紀の国森づくり条例」が成立し、森
林環境の保全及び森林と共生する文化を創造することを資
するため、現行の個人住民税の県民均等割額に 500 円を加
算徴収することになりました。この超過課税の適用期間は、
平成 19 年度から平成 23 年度までの 5年間となっています。

個人県民税の
均等割額
【年　額】

年齢65歳以上の
老年者の特例
【年　額】

※前年の合計所得金額が125
万円以下であり、かつ平成
17年1月1日現在において年
齢65歳以上であったもの

平成19年度 １,５００円（５００円） ９００円（３００円）

平成20年度以降 １,５００円（５００円） １,５００円（５００円）

（　　）内金額は、うち紀の国森づくり税額

経済産業省では、平成 18 年工業統計調
査を実施しています。

　【基準日】
　　平成 18年 12月 31日現在
　【対　象】
　　製造業を営む事業所
　【目　的】
　　工業の実態を明らかにすること

みなさまから提出していただいた調査票は、統計
法に基づき調査内容の秘密は厳守されますので正確な
ご記入をお願いします。

〔お問い合わせ先〕総務課（☎６３・２０５１）

石綿による
健康被害の救済に関する
法律の施行から６ヶ月が

経過しました

早
め
の
請
求
を

お
勧
め
し
ま
す
！

救
済
給
付
と
同
時
に

申
請
で
き
ま
す
！

各
種
制
度
の

お
問
い
合
わ
せ
先

紀の国森づくり税の実施について製造事業所の皆さまへ
〜工業統計調査を実施しています〜
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下
水
道
は
公
共
施
設
で
す
。　

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
大
切
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
下
水
道
に
流
し
て
は
い
け
な
い

も
の
（
公
共
ま
す
及
び
マ
ン
ホ
ー

ル
）

○
台
所
で
は
…

残
飯
や
野
菜
く
ず
、
天
ぷ
ら
油

や
サ
ラ
ダ
油
の
廃
油
な
ど
。

下
水
管
の
中
で
石
け
ん
と
油
が

固
ま
っ
て
詰
ま
っ
た
り
、
処
理
場

の
機
能
を
低
下
さ
せ
ま
す
。

○
ト
イ
レ
で
は
…

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
等
の
水

溶
性
以
外
の
も
の
。

水
に
溶
け
な
い
紙
や
紙
お
む

つ
、
タ
バ
コ
や
ガ
ム
な
ど
を
流
す

と
、
下
水
道
管
の
詰
ま
り
の
原
因

と
な
っ
た
り
、
中
継
ポ
ン
プ
の
故

障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

○
お
風
呂
場
・
洗
面
所
で
は
…

固
い
も
の
や
毛
髪
な
ど
（
目
ざ

ら
を
用
い
て
取
り
除
い
て
く
だ
さ

い
。）

○
屋
外
で
は
…

雨
水
等
の
自
然
水

○
そ
の
他

重
金
属
な
ど
を
含
む
よ
う
な
有

害
物
質
、
農
薬
、
廃
油
な
ど
。

敷
地
内
に
あ
る
配
管
や
ま
す

（
管
と
管
の
間
に
付
け
ら
れ
た
は

こ
）
な
ど
下
水
道
に
つ
な
が
る
と

こ
ろ
へ
ガ
ソ
リ
ン
や
シ
ン
ナ
ー
、

石
油
な
ど
の
危
険
物
を
流
す
と
爆

発
を
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

■
そ
の
他

○
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
を
開
け
た
り
、

マ
ン
ホ
ー
ル
内
に
入
っ
た
り
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
落
下
及
び
有
毒

ガ
ス
が
発
生
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
危
険
で
す
。

○
マ
ン
ホ
ー
ル
は
下
水
管
の
点
検

や
修
理
を
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

土
砂
や
ゴ
ミ
を
投
げ
入
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

○
下
水
管
の
近
く
に
は
植
樹
し
な

い
下
水
管
に
木
の
根
が
侵
入
し
、

詰
ま
り
や
破
損
の
原
因
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

○
個
人
管
理
の
排
水
設
備
（
ま
す

等
）
は
、
時
々
清
掃
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。な
お
、ま
す
等
に
溜
ま
っ

た
ゴ
ミ
は
水
を
切
っ
て
生
ゴ
ミ
と

し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ト
ラ
ブ
ル
が
お
き
た
ら
…

○
水
洗
ト
イ
レ
が
詰
ま
っ
て
流
れ

な
い
と
き
…

た
い
て
い
の
詰
ま
り
は
、
市
販

さ
れ
て
い
る
「
ラ
バ
ー
カ
ッ
プ
」

で
直
せ
ま
す
。
１
つ
備
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
直
ら
な
い

と
き
は
、
指
定
工
事
店
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

○
家
庭
の
排
水
設
備
に
故
障
や
漏

水
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た

と
き
は
、
速
や
か
に
指
定
工
事
店

に
連
絡
し
て
修
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
自
分
で
修
理
し
た
り
改

造
し
た
り
す
る
と
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ

ル
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

○
下
水
道
施
設
の
異
常
（
マ
ン

ホ
ー
ル
・
公
共
マ
ス
の
破
損
、
マ

ン
ホ
ー
ル
か
ら
の
湧
水
等
）
を
発

見
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
役
場
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
上
下
水
道

課
（
☎
６
３
・
３
８
０
５
）

平
成
16
年
10
月
に
施
行
し
た
本

町
の
個
人
情
報
保
護
制
度
で
は
、

町
長
が
各
実
施
機
関
の
実
施
状

況
を
と
り
ま
と
め
、
把
握
す
る
こ

と
に
よ
り
、
今
後
の
個
人
情
報
保

護
制
度
に
関
す
る
事
務
の
公
正
な

運
営
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
を
広
く
一
般
に
公
表
す
る
こ
と

に
よ
り
、
町
民
の
適
正
な
利
用
と
、

制
度
全
体
の
発
展
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
毎
年
度
１
回
公
表
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
11
月
末
現
在
の
実
施

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
開
示
請
求
件
数　
　
　

…
０
件

・
訂
正
請
求
及
び
利
用
停
止
等
の

受
付
件
数　
　
　
　
　

…
０
件

情
報
公
開
制
度
に
よ
り
、
毎
年

度
、
公
文
書
の
開
示
の
実
施
状
況

を
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。昨

年
の
実
施
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
公
文
書
開
示
請
求
件
数
…
０
件

・
公
文
書
開
示
請
求
に
関
す
る
決

定
状
況　
　
　
　
　
　

…
０
件

・
不
服
申
立
て
の
件
数　

…
０
件

情
報
公
開
制
度
は
、
よ
り
開
か

れ
た
町
政
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
、町
が
持
つ
情
報
（
公
文
書
等
）

を
町
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
公
開
し

て
い
く
制
度
で
す
。

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
な
ど

が
開
示
請
求
で
き
ま
す
が
、
開
示

す
る
こ
と
に
よ
り
個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
や
、
法
人
、
団
体
な
ど
の

正
当
な
権
利
や
利
益
が
侵
害
さ
れ

た
り
、
町
の
公
正
か
つ
円
滑
な
事

務
の
執
行
を
妨
げ
る
お
そ
れ
の
あ

る
情
報
は
開
示
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
総
務
課
（
☎

６
３
・
２
０
５
１
）
ま
で
。

個
人
情
報
開
示
の

実
施
状
況

情
報
公
開
制
度実施

状
況
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作
業
主
任
者
技
能
講
習
会

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
和

歌
山
県
支
部
で
は
、
次
の
講
習
会

の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
石
綿

日
時　

１
月
25
日
（
木
）
〜

１
月
26
日
（
金
）

場
所　

和
歌
山
県
勤
労
福
祉
会

館
（
プ
ラ
ザ
ホ
ー
プ
）

受
講
料
等　

９
，
９
０
０
円

受
付
開
始
予
定

12
月
25
日
（
月
）
〜

※
平
成
18
年
４
月
よ
り
、
新
し
く

「
石
綿
作
業
主
任
者
」
の
資
格
が

で
き
ま
し
た
。

◆
建
築
物
等
の
鉄
骨
組
立
等

日
時　

２
月
13
日
（
火
）
〜

２
月
14
日
（
水
）

場
所　

和
歌
山
県
勤
労
福
祉
会

館
（
プ
ラ
ザ
ホ
ー
プ
）

受
講
料
等　

９
，
８
０
０
円

受
付
開
始
予
定

１
月
15
日
（
月
）
〜

◆
足
場
の
組
立
て
等

日
時　

３
月
６
日
（
火
）
〜

３
月
７
日
（
水
）

場
所　

和
歌
山
県
勤
労
福
祉
会

館
（
プ
ラ
ザ
ホ
ー
プ
）

受
講
料
等　

９
，
６
０
０
円

受
付
開
始
予
定

２
月
５
日
（
月
）
〜

【
注
】

１
．
講
義
時
間
は
、
何
れ
も
Ａ
Ｍ

９
時
か
ら
Ｐ
Ｍ
５
時
20
分
ま

で
（
講
義
内
容
に
よ
り
、
変

更
が
あ
り
ま
す
。）

２
．
講
習
会
の
受
付
は
、
講
習
会

開
催
の
約
１
ヶ
月
前
か
ら
で

す
。

３
．
受
講
料
は
当
方
に
ご
持
参
い

た
だ
く
か
、
又
は
現
金
書
留

で
お
願
い
し
ま
す
。

４
．
受
講
料
等
に
は
、
テ
キ
ス
ト

代
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

５
．
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
建
設
業
労
働
災
害

防
止
協
会
和
歌
山
県
支
部
（
☎

０
７
３
・
４
３
６
・
１
３
２
７
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

講習名 対　　　　　象 内　　　　容 No クラス 期　　　　　　　　間 講習料

パソコン基本 パソコンをはじめようという方
パソコン初心者

キーボードの使い方
マウスの使い方
フォルダとファイルの基本
簡単な文書作成
インターネット操作
メール操作

1 午　後 1月24日（水）〜26日（金）、29日（月）〜31日（水）

6,500円

2 夜　間 ２月１６日（金）、１９日（月）、21日（水）、23日（金）、26日
（月）、28日（水）

JW-CAD入門

パソコン基本修了者
または、JW-CAD初心者
（文字入力・マウス操作・ファイル保存の
できる方）

JW-CAD（製図）ソフトの基本操作
（12日間のコースです） 3 夜　間

1月10日（水）、12日（金）、15日（月）、１７日（水）、19
日（金）、22日（月）、24日（水）、26日（金）、29日（月）、
31日（水）、2月2日（金）、5日（月）

15,000円

ワードⅠ（初級）
パソコン基本修了者
または、ワード初心者
（マウス操作、ファイル保存の出来る方）

文字入力の基本
文書作成
簡単な表の作成

4 午　後 2月14日（水）〜16日（金）、19日（月）〜21（水）
6,500円

5 夜　間 3月5日（月）、7日（水）、9日（金）、12日（月）、14日（水）、
16日（金）

エクセルⅠ（初級）

パソコン基本修了者
または、エクセル初心者
（文字入力、マウス操作、ファイル保存
の出来る方）

文字入力の基本
計算式の基本
簡単な関数の利用
グラフ機能

6 午　後 ３月７日（水）〜９日（金）、１２日（月）〜１４日（水） 6,500円

※テキスト代は別途となります。JW-CADが3,500円、その他は1,050円です。

IT 基礎長期入門コース開講 !! 今年こそはパソコンを習得したいという方やパソコンの基本的なことが解らない方、また、講習に参加
したいが授業についていけるかどうか不安という方に最適なコースです。

ブロック名 コ　ー　ス　名 内　　　　容 コース
No クラス 期　　　　　　　　間 講習料

Aブロック パソコンを知ろう

パソコンを知ろう
パソコンを起動しよう
マウスの操作に慣れよう
キーボードの操作に慣れよう
ファイル管理について知ろう

7 夜　間 １月16日（火）、18日（木）、23日（火）、25日（木）、30日
（火）、2月1日（木）

7,000円
（テキスト代含む）

Ｂブロック 文書を作成しよう

文章を入力する
文章を編集する
文章を印刷する
文章を保存する

8 夜　間
2月6日（火）、8日（木）、13日（火）、１5日（木）、20日
（火）、22日（木）、27日（火）、3月1日（木）、3月6日
（火）

7,000円
（テキスト代含む）

Ｃブロック インターネット・電子メールを使ってみ
よう

インターネットを使う前の準備や注意
電子メールの使い方 9 夜　間 3月8日（木）、13日（火）、15日（木）、20日（火）、22日

（木）、27日（火）
7,000円

（テキスト代含む）

※A・B・C全ブロック受講の方は受講料（テキスト代含む）は16,800円、2ブロック選択の場合は受講料12,600円となります。

★講習時間
　・午後のコース　　PM 1：30 〜 PM 4：00
　・夜間のコース　　PM 6：30 〜 PM 9：00
　　注1）各コース人数の少ない場合は中止になります。
　　注2）開講後の中途退講者には講習料の返金はいたしませんので、予めご了承ください。

パソコン講習一覧表　受講生募集 !!
〈平成 19 年 1 月〜平成 19 年 3 月 日程表〉

職業訓練法人中紀技能訓練協会／中紀地域職業訓練センター

お申し込み･お問い合わせ先

業訓練法人中紀技能訓練協会／中紀地域職業訓練センター
〒 649-1211　和歌山県日高郡日高町荊木 310 番地
TEL：0738-63-1500　FAX：0738-63-1501
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日高町議会議員一般選挙実施状況
選 挙 執 行
年 月 日

昭和30年
2月1 3日

昭和34年
2 月 7 日

昭和38年
2月1 0日

昭和42年
2月1 0日

昭和46年
2 月 7 日

昭和50年
2 月 2 日

昭和54年
2 月 4 日

昭和58年
1月3 0日

昭和62年
2 月 1 日

平 成 3 年
2 月 3 日

平 成 7 年
2 月 5 日

平成11年
2 月 7 日

平成15年
2 月 2 日

定 数 22人 22人 20人 20人 20人 20人 20人 18人 16人 16人 16人 14人 14人

立 候 補 者 数 43人 27人 24人 26人 25人 24人 23人 19人 17人 17人 17人 15人 17人

当 日 有 権 者 5,036人 5,198人 4,997人 4,850人 5,171人 5,218人 5,262人 5,306人 5,326人 5,436人 5,587人 5,730人 5,895人

投 票 総 数 4,692人 4,837人 4,698人 4,615人 4,861人 4,947人 4,999人 5,030人 4,997人 5,050人 5,135人 5,136人 5,319人

投 票 率 93.17％ 93.06％ 94.02％ 95.15％ 94.01％ 94.81％ 95.00％ 94.80％ 93.82％ 92.90％ 91.91％ 89.63％ 90.23％

平
成
19
年
２
月
12
日
任
期
満
了

に
伴
う
日
高
町
議
会
議
員
一
般
選

挙
は
１
月
30
日
に
告
示
、
２
月
４

日
に
投
・
開
票
を
行
い
ま
す
。

町
議
会
議
員
の
定
数
は
、
合

併
当
時
の
昭
和
30
年
は
22
人
で
し

た
が
、
そ
の
後
、
昭
和
38
年
に
20

人
、
昭
和
58
年
18
人
、
昭
和
62
年

16
人
、
平
成
11
年
14
人
と
減
員
に

な
り
、
今
回
の
選
挙
か
ら
３
名
減

員
の
11
人
と
な
り
ま
す
。

町
議
会
は
、
住
民
か
ら
選
挙
に

よ
っ
て
選
ば
れ
た
議
員
に
よ
っ
て

組
織
さ
れ
る
町
の
最
高
議
決
機
関

で
す
。
毎
年
４
回
招
集
さ
れ
る
定

例
会
と
必
要
に
応
じ
て
開
か
れ
る

臨
時
会
に
お
い
て
、
条
例
の
制
定

や
改
正
、
予
算
の
決
定
、
決
算
を

認
定
す
る
ほ
か
、
町
政
に
つ
い
て

の
調
査
、
住
民
か
ら
の
請
願
や
陳

情
を
受
け
た
り
す
る
重
要
な
機
関

で
す
。

私
た
ち
の
代
表
を
選
ぶ
こ
の
選

挙
は
、
私
た
ち
の
生
活
と
極
め
て

密
接
な
関
係
に
あ
り
、
正
し
く
代

表
者
を
選
ぶ
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら

の
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を

行
う
た
め
の
重
要
な
選
挙
で
す
。

投
票
日
に
は
、
み
ん
な
そ
ろ
っ

て
き
れ
い
な
１
票
を
投
じ
ま
し
ょ

う
。選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
で
す
。
日
高
町
の
区
域
内
に

住
所
を
有
し
、
昭
和
62
年
２
月
５

日
以
前
に
生
ま
れ
た
日
本
国
民
で
、

住
民
票
が
作
成
さ
れ
た
日
か
ら
引

き
続
き
３
か
月
以
上
、
日
高
町
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
方
で
す
。
ま
た
、
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
て
も
２
月
３
日

ま
で
に
町
外
へ
転
出
さ
れ
た
方
は

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

２
月
４
日
の
選
挙
当
日
、
仕
事

や
旅
行
、
外
出
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
ど
う
し
て
も
投
票
所
へ
行
け

な
い
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
期
日
前

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
の
で
き
る
期
間
は

１
月
31
日
か
ら
２
月
３
日
ま
で
の

期
間
で
、
時
間
は
毎
日
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

投
票
入
場
整
理
券
を
ご
持
参
の

う
え
、
期
日
前
投
票
所
（
日
高
町

役
場
内
）
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、

歩
行
が
困
難
な
た
め
投
票
所
に
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
自
宅

な
ど
現
に
い
る
場
所
で
投
票
用
紙

に
記
載
を
し
、
郵
送
す
る
方
法
で

行
う
郵
便
投
票
制
度
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、

「
身
体
障
害
者
手
帳
」
ま
た
は
「
戦

傷
病
者
手
帳
」
を
交
付
さ
れ
て
い

る
方
で
、
あ
る
一
定
の
障
害
を
有

す
る
方
及
び
介
護
保
険
の
被
保
険

者
証
に
「
要
介
護
５
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
方
で
、
ど
ち
ら
も
「
郵

便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受

け
た
方
で
す
。
ま
た
、
自
ら
投
票

の
記
載
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
は
代
理
記
載
制
度
を
利
用
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

投
票
用
紙
の
請
求
期
限
は
、
１

月
31
日
で
す
。
こ
の
請
求
を
さ
れ

る
と
き
は
、「
郵
便
等
投
票
証
明

書
」
が
必
要
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
、

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
「
郵
便
等

投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

平
成
19
年
２
月
４
日
執
行
予
定

の
日
高
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
立

候
補
予
定
者
説
明
会
を
１
月
15
日

（
月
）
午
後
１
時
30
分
よ
り
日
高

町
中
央
公
民
館
大
会
議
室
で
開
催

し
ま
す
。
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て

い
る
方
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
は
必

ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
日
高
町
選
挙
管
理

委
員
会
（
☎
６
３
・
２
０
５
１
）

ま
で
。

郵
便
投
票
制
度
を

利
用
で
き
る
人
は

選
挙
権
の
あ
る
方
は

投
票
日
に
投
票
で
き
な

い
と
き
は
２
月
３
日
ま

で
に
期
日
前
投
票
を

郵
便
で
不
在
者
投
票
を

す
る
場
合
は

〜
郵
便
投
票
制
度
〜

日
高
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
に
立
候
補
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
へ

２月４日は
日高町議会議員　　　
　　　　　一般選挙の
投票日です
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阿
尾
区
自
主
防
災
会
（
上
出
貞

和
会
長
）
は
、
平
成
18
年
度
宝
く

じ
助
成
事
業
（
自
主
防
災
組
織
育

成
）
の
助
成
を
受
け
、
防
災
資
機

材
を
購
入
し
ま
し
た
。

同
自
主
防
災
会
は
、
近
い
将
来

発
生
す
る
で
あ
ろ
う
東
南
海
・
南

海
地
震
に
備
え
、
平
成
17
年
10
月

に
結
成
さ
れ
た
組
織
で
す
。

今
回
、
購
入
し
た
防
災
資
機
材

（
事
業
費　

約
２
０
０
万
円
）
は
、

災
害
発
生
時
に
飲
料
水
を
確
保
す

る
緊
急
時
用
浄
水
装
置
を
は
じ
め
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
、

メ
ガ
ホ
ン
、
合
図
灯
、
担
架
、
救

防
災
資
機
材
購
入

【
宝
く
じ
助
成
事
業
】

急
セ
ッ
ト
、毛
布
、発
電
機
、物
置
、

格
納
庫
な
ど
１
２
８
点
で
、
光
徳

寺
の
南
側
に
整
備
し
た
避
難
所
に

保
管
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
防
災
資
機
材
を
活
用

し
た
防
災
訓
練
を
定
期
的
に
行
う

ほ
か
、
自
主
防
災
組
織
の
強
化
や

防
災
意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
る
と

と
も
に
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
が
よ
り
一
層
活
発
に
行
わ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

○
閲
覧
で
き
る
場
合
が
次
の
と

お
り
公
職
選
挙
法
に
規
定
さ
れ
ま

し
た①

特
定
の
者
が
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
た
者
で
あ
る
か
ど
う
か

確
認
す
る
た
め
に
閲
覧
す
る
場
合

②
公
職
の
候
補
者
等
、
政
党
そ

の
他
の
政
治
団
体
が
政
治
活
動
・

選
挙
運
動
を
行
う
た
め
に
閲
覧
す

る
場
合

③
統
計
調
査
、
世
論
調
査
、
学

術
研
究
そ
の
他
の
調
査
研
究
で
公

益
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の

の
う
ち
政
治
・
選
挙
に
関
す
る
も

の
を
実
施
す
る
た
め
に
閲
覧
す
る

場
合

※
実
際
に
閲
覧
を
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
本
人
確
認
の
た
め
、

顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
を
提

示
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。町

で
は
、
集
約
農
業
を
推
進
す

る
た
め
、
ハ
ウ
ス
設
置
者
に
対
す

自
主
防
災
会
員
と
防
災
資
機
材

平
成
18
年
11
月
１
日
か
ら

選
挙
人
名
簿
抄
本
の

　

閲
覧
制
度
が

見
直
さ
れ
ま
し
た

る
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ハ
ウ
ス
50
坪
以
上
の
新
設
、
増

設
、
ま
た
は
加
温
機
を
設
置
さ
れ

る
方
に
対
し
て
、
助
成
を
行
い
ま

す
。平

成
19
年
度
に
お
い
て
、
こ
の

事
業
の
申
し
込
み
を
計
画
さ
れ
て

い
る
方
は
、
１
月
12
日
（
金
）
ま

で
に
産
業
課
へ
申
込
書
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。
期
限
以
降
の
申

し
込
み
に
つ
い
て
は
、
助
成
が
受

け
ら
れ
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

ハ
ウ
ス
の
新
設
・
増
設
等
を

計
画
さ
れ
て
い
る
方
へ

い
。詳

し
く
は
、
産
業
課
（
☎

６
３
・
３
８
０
６
）
ま
で
。

消防新聞ひだかより抜粋
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医
療
費
節
約
に

ご
協
力
を
！

国
民
医
療
費
の
中
で
、
老
人
医

療
費
の
占
め
る
割
合
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
老
人
医
療
費
は
、

お
医
者
さ
ん
で
皆
さ
ん
が
支
払
っ

て
い
る
一
部
負
担
金
の
ほ
か
に
国

民
健
康
保
険
や
健
康
保
険
か
ら
の

拠
出
金
と
、
国
や
県
、
町
の
負
担

金
な
ど
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

和
歌
山
県
の
平
成
16
年
度
の

老
人
医
療
の
医
療
費
総
額
が
１
，

１
９
７
億
34
百
万
円
、
老
人
受
給

対
象
者
が
15
万
５
，
９
７
４
人

で
、
１
人
当
た
り
の
老
人
医
療
費

は
76
万
７
，
６
５
３
円
と
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
現
状
を
正
し
く

知
っ
て
医
療
費
の
節
約
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

医
療
費
の
増
加
は
、
私
た
ち
が

納
め
る
保
険
料
負
担
の
増
加
を
招

き
ま
す
。
し
か
し
、
医
療
の
受
け

方
ひ
と
つ
で
医
療
費
の
増
加
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＝
医
療
費
節
約
の
３
原
則
＝

１
．
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

２
．
重
複
受
診
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

３
．
時
間
外
受
診
は
避
け
ま
し
ょ

う
。

皆
さ
ん
、
医
療
費
節
約
に
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
（
住
民
福
祉

課
☎
６
３
・
３
８
０
０
）
ま
で
。

〇
国
民
年
金
は
ま
ず
届
け
出
か
ら

手
続
き
を
し
な
い
で
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
り
、
減
額
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
20
歳
に
な
っ
た
ら
、
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
な
ど
に
加
入
し
て

い
な
い
人
は
、
国
民
年
金
の
加

入
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
退
職
し
て
無
職
に
な
っ
た
方
、

配
偶
者
の
退
職
に
よ
り
扶
養
さ

れ
な
く
な
っ
た
方
は
、
国
民
年

金
と
な
り
ま
す
の
で
加
入
届
け

を
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
便
利
な
口
座
振
替
手
続
き
を

口
座
振
替
手
続
き
は
、
金
融
機

関
に
納
付
書
、
預
金
通
帳
と
、
通

帳
の
届
出
印
を
ご
持
参
の
う
え
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
な
ら
、
あ
な
た
の
指

定
し
た
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き

落
と
さ
れ
ま
す
。
金
融
機
関
や
郵

便
局
の
窓
口
ま
で
納
め
に
い
か
な

く
て
済
む
の
で
大
変
便
利
で
す
。

ま
た
、
納
め
忘
れ
も
防
げ
ま
す
。

〇
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き

申
請
免
除
制
度
・
学
生
納
付
特

例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

本
人
の
届
け
出
後
、
審
査
に
よ

り
決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
所

得
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

〇
国
民
年
金
基
金

老
齢
基
礎
年
金
に
上
積
み
し
て

年
金
を
受
け
取
る
制
度
で
す
。
国

民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
が
加
入

で
き
る
年
金
で
す
。

国
民
年
金
の
手
続
き
を

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

ま
た
、
納
め
た
保
険
料
は
、
全

額
が
所
得
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
国
民
年

金
基
金
☎
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
・
６
５
・
４
１
９
２
ま
で

平
素
は
、
町
内
外
よ
り
多
く
の

方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
末
年
始
の
開
館
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
の
で
、
本
年
も
ご
利

用
お
願
い
し
ま
す
。

12
月
28
日
（
木
）
休
館

29
日
（
金
）
休
館

30
日
（
土
）
休
館

31
日
（
日
）
休
館

１
月
１
日
（
月
）
休
館

２
日
（
火
）
開
館

３
日
（
水
）
開
館

１
月
４
日
（
木
）
か
ら
平
常
ど

お
り
開
館
い
た
し
ま
す
。

開
館
時
間
は
、
午
前
11
時
か
ら

午
後
９
時
ま
で
、
入
浴
受
付
は
午

後
８
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
温
泉
館
「
海

の
里
」
み
ち
し
お
の
湯
（
☎

６
４
・
２
６
２
６
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

温
泉
館
「
海
の
里
」

み
ち
し
お
の
湯

開
館
の
ご
案
内

和歌山県の老人医療費の状況
平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度

和歌山県の老人医療費
（百万） 122,149 116,863 120,537 120,369 119,965 119,734

１人当たりの老人医療費
（円） 796,006 736,632 736,012 716,201 736,704 767,653

老人医療受給対象者数
（人） 153,452 158,645 163,770 168,065 162,841 155,974

和歌山県の老人医療費推移
130,000

120,000

110,000

100,000

90,000

800,000

750,000

700,000

650,000

600,000
平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度

和歌山県の老人医療費（百万） 1人当たりの老人医療費（円）

796,006

122,149

116,863

736,632

120,537

736,012

120,369 119,965

767,653

119,734

736,704

716,201

資料：老人医療事業年報（厚生労働省）
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平
成
19
年
か
ら
税
源
移
譲
に
よ

り
、
所
得
税
と
住
民
税
の
税
率
が

変
わ
り
ま
す
。

税
源
移
譲
で
は
、
所
得
税
（
国

税
）
と
住
民
税
（
地
方
税
）
の
税

率
を
変
え
る
こ
と
で
、
国
の
税
収

が
減
り
、
地
方
の
税
収
が
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
方
は
、
平
成

19
年
１
月
分
か
ら
所
得
税
が
減
り
、

そ
の
分
６
月
分
か
ら
の
住
民
税
が

増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、「
所
得
税
＋
住
民
税
」
の
負

担
は
基
本
的
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

定
率
減
税
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

平
成
11
年
度
か
ら
、
景
気
対
策

の
た
め
に
暫
定
的
な
税
負
担
の
軽

減
措
置
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
た

定
率
減
税
が
、
最
近
の
経
済
状
況

を
踏
ま
え
て
廃
止
さ
れ
ま
す
。

（
所
得
税
平
成
19
年
１
月
分
、
住

民
税
は
平
成
19
年
６
月
分
か
ら
）

住
民
税
の
老
年
者
非
課
税
措
置

が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
経
過
措

置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
、
65

歳
以
上
の
方
（
昭
和
15
年
１
月
２

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
前

年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万

円
以
下
の
方
は
、
平
成
17
年
度
ま

で
住
民
税
非
課
税
で
し
た
が
、
年

齢
に
関
わ
ら
ず
公
平
に
負
担
を
分

か
ち
合
う
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ

の
措
置
が
平
成
18
年
度
か
ら
廃
止

さ
れ
、
現
役
世
代
同
様
の
制
度
が

適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

急
激
な
税
負
担
を
緩
和
す
る
た
め

経
過
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

【独身者の場合】

給与収入
税源移譲前 税源移譲後 負担

増減額所得税 住民税 合　　計 所得税 住民税 合　　計

300万円 124,000円 64,500円 188,500円 ▶ 62,000円 126,500円 188,500円 ＝ 0円

500万円 258,000円 163,300円 421,000円 160,500円 260,500円 421,000円 0円

700万円 474,000円 307,000円 781,000円 376,500円 404,500円 781,000円 0円

【夫婦＋子供２人の場合】

給与収入
税源移譲前 税源移譲後 負担

増減額所得税 住民税 合　　計 所得税 住民税 合　　計

300万円 0円 9,000円 9,000円 ▶ 0円 9,000円 9,000円 ＝ 0円

500万円 119,000円 76,000円 195,000円 59,500円 135,500円 195,000円 0円

700万円 263,000円 196,000円 459,000円 165,500円 293,500円 459,000円 0円

税
源
移
譲
以
外
の

主
な
変
更
点

非課税▶
平成17年度
合計所得金額
125万円以下の方

課　税▶
平成18年度以降
経過措置がとられ
平成19年度は税額の3分の1を減額

（平成17年1月1日現在　65歳以上の方の場合）

所
得
税
と
住
民
税
の

税
率
が
変
わ
り
ま
す
。

平
成
19
年
か
ら
所
得
税
と
住
民
税
の

税
率
が
変
わ
り
ま
す
。

平
成
19
年
か
ら

〜
税
源
移
譲
に
つ
い
て
〜
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町県民税・所得税申告相談日程表
月日 曜日 受付時間 申告場所 地区名

2.16 金 午前 9時〜午後 3時 老 人 憩 の 家 比　井

2.19 月 午前 1時〜午後 3時 田 杭 集 会 所 田　杭

2.20 火
午前 9時〜午前11時 老 人 憩 の 家 津久野

小　坂

午後 1時〜午後 3時 産 湯 集 会 所 産　湯

2.21 水 午前10時〜午後 3時 漁 村 セ ン タ ー 町全域

2.22 木 午前10時〜午前 3時 日高 町 中 央 公 民 館 町全域

2.23 金 午前 9時〜午後 3時 漁 村 セ ン タ ー 阿　尾

2.26 月 午前 9時〜午後 3時 小 浦 公 民 館 方　杭
小　浦

2.27 火 午前 9時〜午後 3時 中志賀構造改善センター
小　杭
上志賀
久　志

2.28 水 午前 9時〜午後 3時 〃 柏
中志賀

3. 1 木 午前 9時〜午後 3時 文 化 会 館 谷　口

3. 2 金 午前 9時〜午後 3時 〃 下志賀
小　池

3. 5 月 午前 9時〜午後 3時 内 原 保 育 所 原　谷

3. 6 火 午前 9時〜午後 3時 日高 町 役 場 厚 生 室 池　田
萩　原

3. 7 水 午前 9時〜午後 3時 〃 萩　原

3. 8 木 午前 9時〜午後 3時 〃 高　家

3. 9 金 午前 9時〜午後 3時 〃 高　家
小　中

3.12 月 午前 9時〜午後 3時 〃 荊　木

税務課　☎６３・３８０２

平
成
18
年
分
所
得
税
申
告
相
談

２
月
16
日
か
ら

申
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

①
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど

が
あ
る
人

②
給
与
所
得
の
あ
る
人
で
次
に
該

当
す
る
場
合

▽
平
成
18
年
中
の
給
与
収
入
が
、

２
０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合

▽
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
、
地

代
・
家
賃
な
ど
の
収
入
が
あ
り
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
こ

れ
ら
の
「
所
得
の
合
計
額
」
が

20
万
円
を
超
え
る
場
合

▽
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
所
得
を

受
け
て
い
る
人
で
、
主
た
る
給
与

以
外
の
給
与
の
収
入
金
額
と
給
与

所
得
及
び
退
職
所
得
以
外
の
所
得

の
金
額
の
合
計
が
20
万
円
を
超
え

る
人個

人
か
ら
年
間
１
１
０
万
円
を

超
え
る
財
産
の
贈
与
を
受
け
た
場

合
は
、
原
則
と
し
て
贈
与
税
の
確

定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。国

民
健
康
保
険
加
入
者
は
、
所

得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
必
ず
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
が
必
要
な
方
で
申
告

を
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申
告

を
さ
れ
ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税

金
を
納
め
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な

く
、
更
に
加
算
税
や
延
滞
税
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

平
成
18
年
分
の
所
得
税
の
申
告

相
談
受
付
が
２
月
16
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
申
告
さ
れ
る
方
は
必
ず

正
し
い
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
所
得
関
係
書
類

18
年
中（
１
月
か
ら
12
月
ま
で
）

の
給
与
支
払
報
告
書
・
公
的
年
金

支
払
報
告
書
・
売
上
帳
簿
・
そ
の

他
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の

②
控
除
関
係
書
類

18
年
中（
１
月
か
ら
12
月
ま
で
）

に
支
払
わ
れ
た
生
命
保
険
・
損
害

保
険
・
国
民
健
康
保
険
・
国
民
年

金
等
の
支
払
証
明
書

※
生
命
保
険
・
損
害
保
険
・
国

民
年
金
の
控
除
証
明
書
は
必
ず
お

持
ち
下
さ
い
。
お
持
ち
で
な
い
場

合
は
所
得
控
除
が
で
き
ま
せ
ん
。

③
認
め
の
印
鑑

確
定
申
告
は
、
ご
自
分
の
所
得

金
額
や
納
税
額
を
申
告
す
る
重
要

な
書
類
で
す
。「
確
定
申
告
の
手

引
き
」
や
「
前
年
分
の
申
告
書
控
」

等
を
参
考
に
確
定
申
告
を
ご
自
分

で
正
し
く
記
載
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

税
金
は
、
私
た
ち
が
豊
か
で
安

全
な
暮
ら
し
が
出
来
る
よ
う
警
察

や
消
防
、
保
健
衛
生
や
教
育
な
ど

の
公
共
サ
ー
ビ
ス
や
、
道
路
や
橋
、

港
湾
や
上
下
水
道
な
ど
の
公
共
施

設
の
整
備
・
充
実
に
充
て
ら
れ
て

町
税
は
口
座
振
替
で
！

い
ま
す
。
私
た
ち
が
社
会
の
一
員

と
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、

み
ん
な
で
出
し
合
っ
て
負
担
し
て

い
る
の
が
税
金
で
す
。

税
務
課
で
は
便
利
で
安
心
、
確

実
な
口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
口
座
振
替

を
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
グ
リ
ー

ン
日
高
農
業
協
同
組
合
、
和
歌
山

県
信
漁
連
、
紀
陽
銀
行
、
き
の
く

に
信
用
金
庫
、
近
畿
労
働
金
庫
、

郵
便
局
、
ま
た
は
税
務
課
（
☎

６
３
・
３
８
０
２
）
ま
で
、
口
座

振
替
さ
れ
る
通
帳
と
届
出
さ
れ
て

い
る
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
告
当
日
お
持
ち

い
た
だ
く
も
の
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御
坊
税
務
署
と
日
高
町
が
町
内

中
学
生
か
ら
募
集
し
て
い
た
平

成
18
年
度
中
学
生
の
税
の
標
語
に
、

２
０
９
名
の
応
募
が
あ
り
そ
の
中

か
ら
優
秀
賞
に
３
名
の
方
が
選
ば

れ
、
日
高
地
方
租
税
教
育
推
進
協

議
会
（
天
野
貞
祐
会
長
）
よ
り
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
優
秀
賞
】

○
「
見
え
て
く
る　

税
の
輪

ひ
ろ
が
る　

明
る
い
未
来
」

日
高
中
１
年　

玉
井
沙
也
加

○
「
税
金
を　

納
め
て
つ
く
る

安
心
社
会
」

日
高
中
２
年　

磯
崎　
　

綾

○
「
税
金
を　

み
ん
な
で
納
め
て

広
が
る
未
来
」

日
高
中
２
年　

野
田　

智
也

日
高
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
、

社
団
法
人
御
坊
納
税
協
会
共
催
、

御
坊
税
務
署
後
援
平
成
18
年
度
中

学
生
の
「
税
に
つ
い
て
」
の
作
文

で
、
応
募
総
数
２
４
２
６
点
の
中

か
ら
日
高
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

（
高
垣
宏
会
長
）
よ
り
１
名
の
方

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

税　

の　

標　

語

税　

の　

作　

文

【
最
優
秀
賞
】

○
「
税
金
と
高
齢
化
社
会
」

日
高
中
３
年　

谷
口　

智
郷

税
の
標
語
と
作
文
に
つ
き
ま
し

て
は
中
学
生
の
皆
様
に
た
く
さ
ん

の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

税
金
と
高
齢
化
社
会

　
　

日
高
中
学
校
三
年

谷
口　

智
郷　

こ
の
間
ま
で
私
の
祖
父
は
、
検

査
の
た
め
３
週
間
く
ら
い
入
院
し

て
い
ま
し
た
。
高
齢
者
の
医
療
費

が
上
が
ら
な
い
う
ち
に
入
院
し
た

そ
う
で
す
。

先
日
新
聞
で
、
こ
の
医
療
費
の

こ
と
に
つ
い
て
の
記
事
を
見
つ

け
ま
し
た
。
高
齢
者
の
医
療
費

は
、
２
０
０
０
年
ま
で
一
定
料
金

し
か
請
求
さ
れ
な
い
定
額
制
で
し

た
。
私
の
曾
祖
父
母
の
時
代
で
は
、

無
料
だ
っ
た
と
母
は
話
し
て
い
ま

し
た
。
２
０
０
１
年
１
月
か
ら
一

割
負
担
が
導
入
さ
れ
、
２
０
０
２

年
か
ら
は
こ
の
一
割
が
導
入
さ
れ

る
な
ど
、
実
質
的
に
負
担
が
増
え

ま
し
た
。
今
年
10
月
か
ら
は
、
現

役
並
み
所
得
者
の
負
担
を
二
割
か

ら
三
割
に
、
長
期
入
院
で
の
食
費

と
居
住
費
が
保
険
適
用
外
に
、
高

額
療
費
自
己
負
担
額
の
値
上
げ
な

ど
、
高
齢
者
の
負
担
は
増
え
る
そ

う
で
す
。
２
０
０
８
年
か
ら
は
70

〜
74
歳
の
負
担
割
合
が
原
則
二
割

に
上
が
る
そ
う
で
す
。

あ
る
老
人
の
女
性
は
、
自
宅
の

階
段
で
転
倒
し
、
ア
キ
レ
ス
腱
を

切
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
介
護
保

険
で
週
１
回
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
電
動
リ
ク

ラ
イ
ニ
ン
グ
機
能
が
あ
る
ベ
ッ
ド

を
借
り
ま
し
た
。
自
己
負
担
は
約

２
千
円
で
す
。
し
か
し
、
介
護
保

険
制
度
見
直
し
で
、
軽
度
障
害
の

場
合
、
保
険
を
使
っ
た
ベ
ッ
ド
は

今
年
10
月
か
ら
利
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
ベ
ッ
ド
が
な
い
と
生
活

が
不
自
由
に
な
る
け
れ
ど
、
中
古

で
も
10
万
円
近
く
す
る
の
で
、
今

後
の
や
り
く
り
を
考
え
る
と
、
決

断
で
き
ま
せ
ん
。
税
金
と
保
険
料

の
支
払
総
計
は
昨
年
の
三
倍
近

く
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
日
々

の
生
活
は
年
金
で
賄
っ
て
い
る
の

で
、
生
活
費
を
切
り
つ
め
る
に
は

月
１
、２
回
の
日
帰
り
温
泉
な
ど

で
の
娯
楽
や
食
費
を
削
る
し
か
な

い
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
に
ぜ
い
た

く
な
暮
ら
し
は
し
て
い
な
い
の
に
、

税
金
や
各
種
保
険
料
の
値
上
げ
と

今
後
も
続
く
負
担
増
で
、
家
計
は

く
る
し
く
な
る
一
方
で
す
。
こ
ん

な
こ
と
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。

わ
が
国
は
今
、
世
界
に
例
を
見

な
い
速
度
で
少
子
高
齢
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
出
生
率
は
年
々
低
下

の
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
一
方
で
平

均
寿
命
は
伸
び
て
い
ま
す
。
現
在

65
歳
以
上
の
お
年
寄
り
一
人
を
４

人
で
支
え
て
る
の
が
、
平
成
39
年

に
は
１
．
９
人
で
支
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
高
齢
化
が
進
む
に
つ

れ
て
、
社
会
保
障
費
を
中
心
に
歳

出
増
加
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、
少

子
化
に
よ
っ
て
20
〜
64
歳
の
勤
労

世
代
は
減
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、

勤
労
世
代
だ
け
で
な
く
、
よ
り
多

く
の
人
々
で
社
会
を
支
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

私
は
今
ま
で
、「
消
費
税
が
な

け
れ
ば
ほ
し
い
物
を
も
っ
と
安
く

買
え
る
の
に
。」
と
、
税
金
に
つ

い
て
あ
ま
り
い
い
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
税

金
の
大
切
さ
や
必
要
性
に
気
が
つ

き
ま
し
た
。
も
し
税
金
の
な
い
世

界
だ
っ
た
ら
、
医
療
費
等
も
、
全

額
自
分
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
。
そ
う
な
っ
た
ら
、

と
て
も
大
変
で
す
。

私
が
年
と
っ
た
頃
に
は
、
高
齢

者
の
医
療
費
は
い
っ
た
い
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
た
め
に
も
、
私
は
す
す
ん
で
納

税
で
き
る
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

今年４月に、処理の難しい市町村税の滞納整理を専門に
行うために、県内の全市町村が参加して、設立された「和
歌山地方税回収機構」では、徹底した財産調査及び差押え
など厳正な滞納処分が行われた結果、4.6 億円の徴収金が確
保（平成 18 年 9 月末）されるなど効果をあげています。
本町では、（現在、９９２万円の引継ぎを行っており）今

後も積極的に機構を活用していきます。
機構では、引き継がれた事案について更なる財産の差押

えや差押え不動産の公売を行うなど、税収の確保及び税負
担の公平の確保に努めていきます。
町民の皆様には、今後とも、納期内納税をお願いします。

和歌山地方税回収機構の活動

【和歌山地方税回収機構】
〒640-8263
和歌山市茶屋ノ丁２番１
　　　　和歌山県自治会館６階
☎０７３－４２２－３６３０

～町税収入及び税負担の公平の確保のために～
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地域の人とトークで「ふれあい」

町
の
文
化
向
上
と
発
展
に
顕
著

な
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
を

表
彰
す
る
平
成
18
年
度
日
高
町
文

化
賞
（
文
化
功
労
賞
）
の
表
彰
式

が
、
11
月
3
日
、
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
広
く
地

域
文
化
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い

る
原
谷
の
岩
田　

毅
さ
ん
（
75
）

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

岩
田
さ
ん
は
、
昭
和
29
年
に
町

職
員
と
な
り
、
以
降
約
38
年
間
に

わ
た
り
、
町
職
員
と
し
て
住
民
の

福
祉
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
町
体
育
指
導
委
員
を

は
じ
め
広
域
青
少
年
補
導
セ
ン

タ
ー
補
導
委
員
、
公
民
館
運
営
審

議
会
委
員
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
退

職
後
も
地
域
に
密
着
し
た
社
会
教

育
、
青
少
年
健
全
育
成
活
動
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
53
年
に
は
日
高
町

歩
こ
う
会
を
結
成
・
主
宰
し
、
２

広
く
地
域
文
化
の
向
上
に
貢
献

日
高
町
文
化
功
労
賞
に

岩
田　

毅  

氏

青
少
年
健
全
育
成

標
語
募
集
!!

岩田　毅 氏

年
後
に
は
町
文
化
協
会
へ
の
加
盟

を
果
た
さ
れ
、
歩
く
こ
と
を
と
お

し
て
健
康
増
進
を
呼
び
か
け
ら
れ

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
10
年
か
ら
は
町

文
化
協
会
会
長
に
就
任
さ
れ
、
文

化
協
会
加
盟
団
体
を
ま
と
め
る
一

方
、
町
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
文
化
展

へ
の
積
極
的
な
参
加
を
図
る
な
ど
、

文
化
向
上
に
情
熱
を
傾
注
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
日
高
地
方
文
化
協

会
副
会
長
、
町
社
会
教
育
委
員
と

し
て
も
現
在
活
躍
中
で
、
広
く
地

域
文
化
の
向
上
に
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。

【
岩
田　

毅
さ
ん
談
】

こ
れ
ま
で
皆
さ
ま
の
ご
指
導
と

ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
自
分
自

身
の
身
の
丈
か
ら
は
み
だ
す
こ
と

な
く
、
ご
奉
仕
が
で
き
れ
ば
と
努

め
て
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
皆
さ

ま
の
ご
指
導
ご
協
力
を
頂
き
な
が

ら
、
一
層
の
ご
奉
仕
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

青
少
年
と
気
軽
に
ふ

れ
あ
う
機
会
を
つ
く
り
、

地
域
ぐ
る
み
の
青
少
年

健
全
育
成
を
支
援
し
て

い
く
こ
と
を
ね
ら
い
に
、

日
高
町
青
少
年
補
導
連

絡
協
議
会
で
は
、
11
月

７
日
に
「
大
人
と
青
少

年
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

日
高
２
０
０
６
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

ト
ー
ク
で
は
、
青
少

年
側
と
し
て
日
高
中
学

校
３
年
生
、
大
人
側
と

し
て
日
高
町
の
補
導
委

員
さ
ん
、
交
通
指
導
員
さ
ん
、
更

生
保
護
女
性
会
員
さ
ん
が
参
加
し
、

「
日
高
町
」
や
「
日
頃
の
生
活
」

な
ど
の
テ
ー
マ
で
活
発
に
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

日
高
町
青
少
年
総
合
対
策
本
部
、

青
少
年
補
導
連
絡
協
議
会
、
教
育

委
員
会
で
は
、
青
少
年
健
全
育
成

の
一
環
と
し
て
標
語
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

■
応
募
資
格

町
内
の
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
、

町
内
に
在
住
、
あ
る
い
は
在
勤
さ

れ
て
い
る
方
。

■
課　
　

題

明
る
い
家
庭
づ
く
り
や
地
域
づ

く
り
、
あ
い
さ
つ
運
動
や
子
ど
も

を
守
る
運
動
に
関
し
た
も
の
、
助

け
合
い
・
仲
間
作
り
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
に
関
し
た
も
の
、
交

通
事
故
防
止
や
未
成
年
の
飲
酒
・

喫
煙
防
止
な
ど
に
関
し
た
も
の
。

■
応
募
方
法

小
・
中
学
校
に
つ
い
て
は
学
校

単
位
で
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
を
、

一
般
に
つ
い
て
は
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
（
☎
６
３
・
３

８
１
２
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
６
３
・
３
８
４

３
）
宛
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
締
め
切
り

１
月
31
日
（
水
）

■
入
選
発
表
・
表
彰

２
月
下
旬

大人と青少年のふれあい事業開催

要
保
護
（
生
活
保
護
家
庭
）
準

要
保
護
（
生
活
保
護
に
準
ず
る
家

庭
）
で
、
就
学
困
難
な
児
童
生
徒

の
皆
さ
ん
に
対
し
、
学
用
品
費
、

通
学
用
品
費
、
給
食
費
、
修
学
旅

行
費
等
の
就
学
援
助
資
金
が
支
給

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

平
成
19
年
度
に
お
い
て
、
こ
の

制
度
適
用
を
ご
希
望
の
方
は
、
地

区
民
生
児
童
委
員
さ
ん
を
通
じ

て
、
１
月
10
日
（
水
）
ま
で
に

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
（
☎

６
３
・
２
０
３
８
）
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

就
学
援
助
資
金
の

お
申
し
込
み
に
つ
い
て


